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  第一章 小羊


朗読：出エジプト記十二・一～十一。


  



「私はまた、御座と四つの生き物の間、長老たちの間に、ほふられたばかりのような小羊が立っているのを見た。」（黙示録五・六）


「御座の中央の小羊が彼らを牧し、命の水の源に導いてくださり、また神が彼らの目から、涙をことごとくぬぐい取ってくださる。」（黙示録七・十七）


「御座の中央におられる小羊……」。主イエスのこの呼称は、ご存じのように黙示録の中に何回も出てきます。二十八回ほど出てきます。それに関してこの書にざっと目を通すなら、基礎を据える助けになると思います。


  



五章では、この呼称は四回出てきます。そこでは、高く上げられて御座の中央におられるほふられた小羊としての主イエスについて記されています。次に、礼拝の中心としての主イエスについて、次に、裁くのにふさわしい方としての主イエスについて記されています。封印された書があり、その書を取って開くのにふさわしい者はだれも見つかりませんでした。天においてさえも見つかりませんでした。天使や大天使の純粋さ以上のものが必要でした。大天使でも持っていない何らかの特徴、要素が必要でした。その書の封印を解くのにふさわしい者がだれも見つからなかったので、ヨハネは泣きました。その書とその封印を開く権利を与える資質を備えた方として、小羊が示されます。それは裁きの、世の裁きの書です。小羊だけが、その資格のゆえに、世を裁く権利を持っておられます。それがここで示されている第一の点です。


六章では、この呼称が二回出てきます。その書が開かれて裁きが始まります。ここでは小羊の怒りについて述べられています。


七章では、だれも数えることのできない大群衆に関連して、この語が再び四回出てきます。彼らは大きな艱難から出て来て、小羊の血で自分の衣を洗って白くした人々でした。彼らは小羊の御座の前にいます。


この呼称が次に述べられているのは十二章です。とても馴染み深い箇所です。この呼称はここでは、勝利者の群れに関連して一度だけ述べられています。彼らは小羊の血によって龍に打ち勝ったと述べられています。


十三章で、この呼称がもう一度出てきます。ここでは、小羊の命の書に名を記されていない人はみな獣を礼拝します。


それから、十四章では六回登場します。ここではこの呼称を四つ含んでいます。小羊がシオン山上に現れます。そして、彼と共に十四万人四千人がいます。


十五章では、獣に打ち勝った者たちについて再度述べています。彼らは神の僕であるモーセの歌と、小羊の歌を歌います。


十七章では、十人の王が自分たちの権力と権威を獣に与えて、小羊と戦います。


二一章では五回出てきます。第一に、小羊の妻。第二に、小羊の十二使徒。第三に、小羊は宮です。第四に、小羊は都の光です。第五に、小羊の命の書。


最後に、二二章では、小羊について二回述べられています。命の水の川が神と小羊の御座から発します。次に、「神と小羊の御座」という句がはっきりと述べられています。


この呼称の意味


さて、これは聖書の引用の要約以上のものです。これは、すでに述べたように、非常に重要な考察の土台となるものであり、「小羊」というこの呼称の意義は何か？という問いに私たちを直ちに導きます。


単純に考えるだけでも、そのすべてが不思議であり、特殊であると感じるにちがいありません。考えうる最も偉大なこと、神の宇宙の中心から周辺に至る広大な範囲に及ぶ、これらの途方もないことはみな、「小羊」という呼称を与えられた御方を焦点としているのです。


さて、この言葉にはどんな意味があるのでしょう？私が見るところ、神に選ばれた小羊には二つの顕著な特徴があります。一つは純粋さであり、もう一つは神のみこころに対する無条件の明け渡しです。これはとても単純に聞こえますが、核心を突いています。純粋さと神のみこころに対する無条件の明け渡しです。これらは実際には、本質的に一つです。明け渡しとは、自己意志、自己本位、自己決定、自己理屈、自己志向、自己関心といった要素が全くないことを意味します。これが「しみも傷もない小羊」という句の意味だと私は理解しています。しみや傷とは何でしょう？自己の命、自己中心的な何らかの要素を構成するものです。この小羊にはそのような要素や特徴はいっさいありません。神がご自分の小羊の内なる諸部分を調べても、そこに自己の原理の痕跡は見当たりません。サタンの干渉によってアダムの中に生じたあの自己の原理の痕跡は見当たりません。この自己の原理の完全な破壊と除去が、神が全く喜ばれる根本的状態を確保するために必要不可欠です。神のみこころに対する明け渡し、無条件の明け渡しとは、自己の要素をすべて全く排除することです。しみがなく傷もないこと、これは純粋さでもあります。神を見る心の純粋さとは、神のみこころを一心に見つめることです。心の清い者は神を見ます。心が清いとはどういうことでしょう？それは、この宇宙や人生において、神のみこころ以外の関心を何も持たないこと、神の栄光だけを一心に見つめることです。これが心の純粋さです。小羊は傷のない者でなければなりません。神のみこころをさえぎる意志という傷のない者でなければなりません。したがって小羊は、あのみこころに対する絶対的明け渡しという特徴を帯びています――「ほふり場に引いて行かれる小羊のように……」。あなたはこの御言葉をご存じでしょうし、これを述べている御言葉をすでに思い浮かべておられるでしょう。イサクはこの小羊の予型です。イサクをささげものとすることに関して彼の父は「わが子よ、神自らが小羊を備えてくださるのです」と言いましたが、イサクは御父のみこころに対するこの無条件の明け渡しの化身でした。御言葉全体にわたってこれを見て取れます。


小羊の血――朽ちることのない本質的な命のエネルギー


さて、小羊の血、この小羊の命のエネルギーは、この朽ちることのない性質を帯びています。どんな挑発や試練や誘惑の下でも、御父のみこころの代わりに自己の利益を優先させることのない性質です。主イエスの全生涯はこの一点に集約されます。彼が神の小羊として公に紹介されたその日から、その小羊を損なおうとする地獄の陰謀がほとんど直ちに起こりました。その陰謀はすべて、何らかの自己権益、自己保存、自己考察、自己共感、自己憐憫、自己野心、自己実現、自己が働きうる数千の方法を持ち込もうとするこの線に沿っていました。最後の最後まで、そして恐るべき最後の苦しみのときも、この誘惑は依然として続いていました。「降りて来い、そうすればわれわれは信じよう！」。この提案の背後で、火のような激しさで、またもや試みがなされました。自己を救うために「自己」の性格を帯びた行動を引き起こそうという試みです。しかし、だめです！「わたしが来たのはあなたのみこころを行うためです」。神のみこころと、人の意志、肉の意志とは、決して手を取り合って進めません。小羊の血は朽ちることのない本質的な命のエネルギーです。それが朽ちることはありえません。地獄は小羊を堕落させるためにその邪悪な力を最後まで使い尽くしましたが、失敗しました。小羊は勝利しました、小羊は打ち勝ちました、小羊が御座の中央におられます。


小羊に照らして見た黙示録


これがいかに黙示録に記されているすべてのことに光を投じるのかがわかります。すべては小羊と関係しています。したがって、この書に記されていることはみな、他のすべての書と同様に、この性質、この朽ちることない性質という光に照らして、すなわち、この性質を持つこの御方に照らして、見なければなりません。


（ａ）この世の裁き


ですから、五章は小羊に照らして見なければなりません。誰が裁きを下す権利を持っているのでしょう、誰が他者の上に、世の上に裁きを下す権利を持っているのでしょう？道徳的に非の打ちどころのない御方、あらゆる試みを経て、堕落させようとするいかなる試みも物ともしないことが実証された御方だけです。裁きは不朽不滅の御方の手にあります。彼に御座が与えられたのは、彼の道徳的価値のためであり、公的任命のためではありません。「あなたはふさわしい方です」が大事な点です。「あなたはふさわしい」のは、あなたが神の御子だからではなく、あなたが神の小羊だからです。「あなたはその書を受け取るのにふさわしい」。愛する人よ、すべての裁きはこの根拠に、裁きのこの基礎に基づきます。この真理の幸いさは次の点にあります。すなわち、信仰によって小羊の側に立ち、その尊い血の価値を信仰によってすべて取得した者たち、小羊に結合された者たちは、すでに裁きが終わっているのです。彼らに対する裁きは過ぎ去り、彼らの罪はあらかじめ裁かれているのです。もはや裁かれることはありません、なぜならキリスト・イエスにある者たちは罪に定められることがないからです。世に対する裁きを五章は見せています。裁きの鉢が注ぎ出されます。五つの恐るべき裁きが下され、その後、先立つ五つの裁きよりも悪い裁きが下されます。これはみな次の根拠に基づきます。すなわち、裁きから逃れられる義が人々に提供されていたのに、人々はそれを拒絶したので、もはや逃れられない、という根拠です。これは小羊にしたがっています。


（ｂ）義とされた人々


次に、神と小羊の御座の前に立っているだれも数えることのできない大群衆について記されています。彼らは大きな艱難から出て来て、自分の衣を小羊の血で洗って白くしました。これは、彼らが、立場的にも状態的にも、信仰によって小羊と結合されたことをまさに意味します。立場的に？そうです。しかし、彼らはまた、自分の衣を小羊の血で洗って白くしました。彼らは何をしたのでしょう？小羊を自分の義として、聖として、「霊のしみなき天の衣」として受け入れたのです。しかし、彼らはまた、自己の命、自己権益・自己実現・自己本位の生活を否み、大きな艱難の中にあって、自分自身の救いを求めることを拒み、自分自身と自分の利益に逆らって小羊と共に立ったのです。彼らは日夜、彼の宮で彼に仕えます。


（ｃ）勝利者


勝利者：勝利者もまた、小羊の血のおかげで、勝ち抜いてこの地位に至りました。ああ、そうです、あなたも私も、キリストのエネルギー、生命エネルギーである彼の血のこの強力な力を、もっともっと学ばなければなりません。その力は、サタンが働くあの立場――それに基づいて彼は、肉的関心・利己的関心・旧創造的考えによって私たちを動かそうとします――に立ち向かいます。愛する人よ、勝利者は常にこの一点に関して試されます。あなたは、圧迫・試練・試み・苦難・逆境の下で、小羊の道、神のみこころ、神の栄光への無私の明け渡しを、自分の体面を気にして放棄するのでしょうか？二つの側が全く明らかであることがわかります。自分自身の命か小羊の道かです。勝利者の道は小羊の道です。小羊の血、つまり自己のエネルギーに立ち向かうキリストのエネルギーの道です。もちろん、これをもっと詳しく述べることもできますが、これが示されている原則です。


（ｄ）獣


獣：結局のところ、獣とは一体何でしょう？政治的獣であれ、宗教的獣であれ、あるいは預言における何であれ、それは二の次です。重要なのは、獣は道徳的にどうなのか？ということです。その意味で、獣は小羊に反するいっさいのものの化身・権化にほかなりません。獣は小羊と戦います。覚えておいてください、焦点は依然として小羊です。獣は神の御子と戦う、とは述べられていません。獣はイエス・キリストと戦う、と聖書は述べていません。獣は小羊と戦うのです。小羊の特徴に目を留めるなら、すべてに対する鍵が手に入ります。


この小羊の意義は何でしょう？それはこの純粋さであり、神の栄光の実現のために神のみこころに全く明け渡して肉や自己の関心が全くないことです。獣は、小羊に反するあらゆるものの総計です。獣は小羊の原則に反対します。私たちはこれを知っています。獣を求めてロシアのどこかを探すまでもありません。獣は私たちのだれからも遠く離れてはいません。もちろん、これにはそれ以上の意味があることは承知しています。しかし、ここでいう獣とは何でしょう？あなた自身の集積、総計にほかなりません。旧創造の中にあるもの、神のみこころに逆らい、神への無私の明け渡しというこの徹底的純粋さに逆らうものの、強力な顕現・具現化です。獣は堕落したもの、不純なもの、邪悪なものです。獣は小羊と戦います。神はほむべきかな、小羊は勝利します。小羊と共にいる者たちも小羊と共に勝利して、神の僕モーセの歌と小羊の歌を歌います。彼らは獣から逃れました――これはイスラエルに関する神の霊的な御思いを大いに表しています。これについてはさらにまた見ることにします。


（ｅ）小羊の婚姻


小羊の婚姻。なんという思想でしょう！どこよりもここで、私たちは自分の考えを調整する必要があります。小羊は、小羊であるので、ご自身と同じ種類ではない何者とも決して結婚されません。小羊はご自身のような妻しか持ちません。ここにもう一人の女、遊女どもの母がいます。小羊は彼女と結婚されません。一人の妻と結婚されるのであり、この妻は準備を整えました。「この望みを彼に置いている者は（ヨハネはこれを別の言葉で表現しているにすぎません）、彼がきよくあられるように、自分をきよくします」。小羊の婚姻は、彼のかたちに同形化された一団の存在を意味します。この一団は彼とのこのような関係に入れてもらえます。それはあらゆる点で一つである者たちの一団です。これほどまでに真に一つである婚姻はあったためしがありません。それは小羊と、小羊の行くところへはどこにでも従って行った者たちとの間の婚姻です。つまり、彼らは小羊の道を進んだのであり、無私の道、神のみこころに対する無条件の明け渡しの道を進んだのです。これが婚姻であり、小羊の妻です。同じように、私たちはこれらの他の点についても同じ光に照らして見なければなりません。


（ｆ）小羊の御座


小羊の御座があります。小羊は、小羊であるがゆえに、高く上げられて高い地位を与えられています。これは、「わたしの王座にわたしと共に座らせよう」という先の御言葉に光を投じます。そうです、この王座は小羊の御座です。私たちはどのようにして彼と共に高く上げられ、彼と共に統治し、彼と共に御座を共有するのでしょう？統治する生活の基礎は何でしょう？御座の生活のまさに本質は何でしょう？無条件の明け渡し、無私の心です。これはこの世の偉人たちが権力の地位を得た方法ではありません。彼らの道は自己主張であり、あらゆる形の自己です。これが今日私たちが目にしていることです。しかし、彼らの王座と王冠は滅びます。この御座は永遠です！この御座はその道徳的性質のゆえに持ちこたえるのです。


（ｇ）宮とこの都の光


小羊は宮です。宮は何のためでしょう？宮は、あなたが神と交わる所、神があなたと会ってあなたに語られる所です。宮は、神に近づく所、天が開かれている所、主と交わる所です。何が宮を構成しているのでしょう、何が神とのこの交わり、この開かれた天、この神との会見、この神の語りかけを構成しているのでしょう？それは何でしょう？それは小羊です。それはある種の性質、気質です。それは場所、状態、姿勢、心の状態ではありません。「わたしが目を留めるのはこのような人である……」。これが宮です。どんな豪華な建物もそれを確保できず、どんな悲惨な地下牢もそれを排除できません。もし小羊と一つなら、私たちは神の宮の中にいるのです。小羊は宮です。小羊は都の光でもあります。


（ｈ）命の水の川と小羊の命の書


命の水の川が小羊の御座から流れ出ます。ですから、この川は小羊という存在にその源があります。小羊の命の書も同じです。小羊の命の書に名を記されるとはどういうことでしょう？何かを刻むことではありません。神は天でそのようなことをする必要はありません。もしそうしていたなら、多くの御使いの書記を忙しく働かせ続けなければならなかったでしょう！そんなことはありません。何かが霊的に刻まれているのです。道徳的・霊的な言葉で刻まれているのです。小羊によって神との関係に決着がついて確立されたのです。自分の生命力を搾り取られて吸い取られる経験を少しでもしたことがあるなら、私たちはそれを忘れないでしょう。そのために私たちは何らかの代価を払います。それを確保するために自分のまさに命を犠牲にしたことを、ずっと覚えています。言わば、自分の血をそれに注ぎ込んだのです。そのために命を犠牲にしたのです。主イエスがご自分の命を信者の心の中に分け与えられる時、あらゆる必要を抱えて必死な信者が信仰によって彼のこの尊い力を引き出す時、彼ご自身の一部が流れ出ていきます。彼はご自身からのものを与えてくださいます。そして、彼がご自身をお与えになった人は彼ご自身と一つであり、彼ご自身の一部です。その人は彼の血から彼の命を得ます。これは忘れ去られることはありません。永遠に、忘れ去られることはありません。それは霊の言葉により忘れえない形で刻まれています。まさに小羊の命が流れ出ました。小羊の命の書もそのようなものです。それは命の書です。紙の書ではなく、命の書です。命の書を描写することはできません。それは豊かな命です。私たちはそれに分があります。私たちは命を持っているので、その中に記されています。この命を持っている者はみな、その書の中に記されています。そこに登録されています。これはみな小羊と関係していることがわかります。どの文脈でも、「小羊」というこの言葉の意味を見て取れます。


永遠の命の保証は小羊である


また、一言で言うと、これはみな次のことを意味します。すなわち、神の御目的が果たされ、神の御旨が成就され、神の道が取られるのは、この小羊のような性質という基礎に基づくのです。小羊のような性質とは、一面において純粋さであり、もう一面において、神のみこころに対する無条件の明け渡しです。これは人が知る最も強力なものであると述べられています。泣いているヨハネに応えて発せられた叫びは、「泣いてはいけません。見よ、ユダ族の獅子が（中略）打ち勝ったので、その書を開くことができます」でした。そこで、この力強い百獣の王、この勝利の君、ユダ族の獅子を見ようと振り向くと――見よ、「ほふられたような小羊」を見たのです。神は私たちの心に、心の純粋さの力、威力、高貴さ、勝利について語っておられます。心の純粋さとは、神の観点では、神の栄光を一心に見つめることです。それは、別の言い方をすると、古いアダムの種族に属することがわかっているすべてのものに関して自己を排除することです。これは基礎にすぎません。さしあたって、ここでやめることにします。


しかし、私は信じていますが、これは主との私たちの関係のあらゆる点に、何らかの新たな意義と価値を与えてくれるでしょう。また、私たちが「小羊はふさわしい！」と言う時、私たちの内にいっそう深い感慨を生じさせてくれるでしょう。それは、私たちの信仰の土台を、遥かに輝かしくて素晴らしいものにしてくれるでしょう。私たちはなんと異なっていることか！この小羊はそうではありません。私たちは性質的にも気質的にもこの小羊ではありません。私たちの内には、挑発されるなら小羊とは反対であることがわかるものが、何でもあります。しかし、愛する人よ、小羊が占めておられる地位を私たちも占めることができます、御座さえもです！小羊が意味するところのものは、すべて私たちの内で有効化されることができます。その川、その光、その宮、花嫁さえも、すべては小羊の血を信じる信仰によります。小羊は勝利し、打ち勝たれました。小羊の血が勝利しました。あなたも私も、この血を信じる信仰によって、征服し、勝利し、打ち勝つことができますし、不義をご覧になることのできない神の御前に出てそこに永遠にとどまることができます。私たちは自分のことを考えるととても嫌になりますが、それでも小羊の血のおかげで、小羊がおられる所に同じ条件でいることができます。つまり、不法を見つめることのできない方、罪を見ることのできない方の目の前で、永遠の炎の中にとどまることができるのです。私たちが勝利するのはただ、これを理解し、信じ、そこに立つ時だけです。私たちは小羊の地位を取らなければならないことを覚えておいてください。別の言い方をすると、私たちは十字架に行かなければならないのです。そして、自己の力、自己の意志、自己の理屈、自己からのものはみな、十字架で滅ぼされなければならないのです。神の栄光が私たちの心の中で王座につかなければなりません。神の栄光だけを一心に見つめて明け渡さなければなりません。もし私たちが彼の栄光の中で統治することを望むなら、彼のみこころが統治しなければなりません。どうかこれにより私たちが小羊への礼拝に導かれますように！


  



  第二章 神の過越の小羊


「その翌日、ヨハネはイエスが自分の所に来られるのを見て言った、『見よ、世の罪を取り除く神の小羊』」（ヨハネ一・二九）。


「ヨハネはイエスが歩いておられるのを見て言った、『見よ、神の小羊！』」（ヨハネ一・三六）。


  



これらの節から二つのことに気づくでしょう。一つは、これらの節が主イエスの務めの開始と関係していることです。もう一つは、それらが過越と関係していることです。ヨハネ二・十三には「ユダヤ人の過越が近づいた」とあります。また二三節には「さて、イエスが過越でエルサレムにおられた時」とあります。主イエスの全生涯のどの特別な段階も、過越と大いに密接な関係にありましたが、これには大きな意義があります。


主イエスの生涯の過越との関係


一般には知られていませんが、主イエスが誕生されたのは過越の頃だった可能性が最も高いです。それはその年の春のことでした。そもそも、羊飼いたちが十二月の夜中にベツレヘムの野原で羊の番をできたかどうか、かなり疑問です。さらに、十二月二十五日がキリストの誕生を祝う日と定められたのは紀元三八〇年であるという事実もあります。ローマではこの日に異教の大きな祭りがありました。そして、ローマ教会はこれらの異教の慣習を覆すことを願って、十二月二十五日のその日にキリストの誕生を祝うことにしたのです。こうして、十二月二十五日は、キリストの誕生を祝うための大ミサの日となり、キリストミサと呼ばれるようになりました。これはキリストの誕生日ではなく、忌むべき異教の祭りを征服するためにローマが行ったことにすぎません。キリストがお生まれになったのは四月の過越の時である可能性が最も高いです。先に進むにつれて、私たちはこれをはっきりと裏付ける事柄を見ることになるでしょう。


そこから十二年間は何もわかっていませんし、記録もありません。十二歳の時、彼は過越の祭りのためにエルサレムに上られました。これが次の記述です。


彼がおよそ三十歳になるまで、それ以上何の記録もありません。そして、私たちはこのヨハネ一章に記されている出来事に導かれます。すなわち、彼が出て来て公の務めに就かれたことです。それは過越の祭りと関係していました。


ヨハネの福音書では、他の過越の祭りについても述べられています。いよいよ彼の務めの終わり頃になると、ルカはこう記録しています、「わたしは苦しみを受ける前に、あなたたちと一緒にこの過越の食事をすることを切に望んでいました」。そして、よくご存じのように、彼は過越の時に死なれました。


ですから、彼がお生まれになったのはその時であるとは証明できませんが、そうであろうとなかろうと、彼の生涯における主要な動きはこの祭りととても密接に関係していたように思われます。これは、「見よ、神の小羊！」というこの御言葉にとても大きな意味を与えます。この言葉は、誕生から死に至るまでの彼の生涯を規定します。そして、この生涯、この完全な生涯の意義は、すべて御座に引き上げられます。小羊の生涯、小羊の務め、小羊の死のすべての価値が、御座についているのです。


見よ、神の小羊！


見よ、神の小羊！すでに述べたように、彼が公の務めに就かれたのは過越と関係していました。それゆえ、遠近から祭りのためにエルサレムに上って来たこれらの人々はみな、ヨハネが言わんとしたことをよく理解しました。その雰囲気は、まさに小羊、過越の小羊に対する思いで充満していました。だれもが過越の小羊のことを考えていました。彼らは小羊に関する儀式にかかりっきりでした。小羊は群れの中から選ばれ、専門家によって検査され、ベツレヘムの野で四日間監視された後、宮に連れて行かれてほふられ、家に持ち帰って食されました。このようなことが行われていたのであり、まさにその最中、だれもが小羊について考えていた時に――その時を神は永遠の過去から定めておられました――「見よ、神の小羊！」というこの叫びが聞かれたのです。


雨季は終わり、その役目を終えました。その地の急流によって路地は破壊され、橋は流され、旅は非常に困難になりました。そのため、エルサレムに過越のために上って来る人々のために、過越の前に人々の群れをその地に送り出して道を整え、橋を修理することが長年の慣例でした。この慣例との関連で、預言者イザヤはバプテスマのヨハネについて預言の言葉を発しました。「荒野で叫ぶ者の声がする。主の道を備えよ、砂漠で、私たちの神のために大路を真っすぐにせよ」。さらに、「通って行け、城門を通って行け。民のために道を備えよ。土を盛り上げ、土を盛り上げて大路を造れ。石を集めて取り除け」。バプテスマのヨハネは主の道を備え、そして小羊を、世の罪を取り除く神の小羊を指し示したことがわかります。これは神の小羊です。イスラエルが選んだイスラエルの小羊ではなく、神の小羊です。神聖で、天的な、永遠の関連性を見ると、神は世の基を据える前からご自身の小羊を選んでおられたことがわかります。ですから、黙示録十三・八には「世の基が据えられた時からほふられていた小羊」とあります。神は世を造る前にご自身の小羊を選ばれました。神はご自身の小羊を選ぶにあたって、すべてを予期しておられたのです。


次にヨハネは、彼の福音書の六章で、神がご自身の小羊に証印を押されたのである、と私たちに告げます。「朽ちる食物のためにではなく、永遠の命に至る永存する食物のために働きなさい。これこそ、人の子があなたたちに与えるものである。それは彼に、父なる神が証印を押されたからである」。ユダヤ人が群れの中から自分の小羊を選ぶ時、一般のユダヤ人は小羊によく見られる病気の専門家ではなかったので、当局は羊や小羊がかかりやすい病気を熟知している特別な資格を持つ人々を任命してその検査をさせました。ラビたちによると、傷の種類は七十を下らないといいます。それで、ユダヤ人の家長は群れの中から小羊を選んだ後、それを専門家の一人の所に連れて行き、わずかばかりの料金を払って検査してもらい、健康で傷がないかどうか確認してもらいました。専門家の目で小羊はこの検査を受け、汚れや傷やしみや病が何もないことがわかると、その専門家はその上に証印を押しました。小羊は証印を押されました。そして、四日間、証印を押された他の小羊と一緒に野に連れて行かれ、過越を待ちました。これに主イエスは言及しておられます。「彼に、父なる神が証印を押されたからである」（これらの点はみな、とても重要な意義があるので、すべて理解していただきたいと思います）。


神はご自身の小羊を選び、専門家であるご自身の目から見て検査に通ったものとしてその小羊に証印を押されました。神の目のように明晰で鋭い目を持つユダヤ人の専門家は一人もいませんでした。神から隠れられるものは何もなく、神の目の前にすべては裸であり顕わです。このように神はご自身の小羊をご覧になり、傷のない完全なものとしてご自身の裁きを通ったものとして証印を押されました。それでヨハネは、「見よ、神の小羊、この方に御父は証印を押されたのです！」と言いました。要点はおわかりでしょう。この御方は神の小羊であるからには、全く罪はなく、欠点もなく、傷もしみもありません。彼は神に証印を押されたのです。


そして、彼はその後も観察下に置かれました。十日目から十四日目まで監視されました。四日間ずっと監視されたのです。四は被造物の数字であり、ここでは彼が新創造の真の代表者として試されたことを示しています。過越まで試験されましたが、彼には何の欠陥も生じませんでした。もちろん、その詳細をすべて取り扱うつもりはありませんし、その必要もありません。私たちが歌に歌うこれらの小羊、そして羊飼いたち、彼らは何でしょう？ベツレヘムの野にいたこの羊飼いたちはこれらの過越の小羊を見張っていた、というのが最もありえそうな話です。


そして、小羊は連れて行かれてほふられました。実は、ご存じのように、人が主イエスをほふったのではありません。神が彼をほふられたのです。「あなたは彼の魂を罪のための供え物とされました」。彼は、選ばれ、証印を押され、証明され、実証され、ささげられた、神の小羊でした。


命の問題


さて、これらの事柄はすべて私たちに何かを物語っています。それは特に一つのことと関係しています。それはもっぱら命と関係しています。これがこの問題全体の争点です。それゆえ、私たちは出エジプト記十二章に記されている最初の過越に連れ戻されます。そこでは、エジプトによって代表される全世界が裁きの下にあります。私たちはこの問題に対する適切な洞察力と理解力を持つ必要があります。この段階的な裁きはなぜでしょう？なぜこのように不義の杯が満たされるのでしょう？なぜこのように裁きが満ち溢れる点にまで至るのでしょう？なぜでしょう？その答えは「わたしの子を去らせよ。イスラエルはわたしの子、わたしの長子である。わたしの子を去らせよ」という何度も繰り返される要求にあります。僕であるモーセやアロンによる神の要求は、実際にはずっとこの一つの要求だったのです。ですから、この裁きはみな、世が神の御旨に従うのを拒んだことと関係しています。神の御旨は、子としてご自身と関係している一つの民です。すなわち、脱出して自由になり、霊的に栄え、優位性と勝利と豊かさと命の中にある一つの民です。ご自身の御心にしたがって構成された、ご自身のための民です。これが神の御旨です。神の御旨を受け入れてそれに従うのを拒むことが裁きの理由です。これを常に覚えていてください。こうして、予型により、全世界が裁きの下にあるのはまさにこの理由によることがわかります。これはみな長子に集約されます。というのは、最終的にすべては長子を焦点としているからです。


長子は二つのことを表しています。第一に、長子は常に父親の喜びです。長子に父親の喜びがすべて集中しています。父親は自分の命を自分の長子と結びつけています。これが神の御言葉からわかることです。


次に、もちろん、長子は他のすべての家族の代表です。ですから、裁き、解放、生死の問題は長子を焦点としています。エジプトの長子とイスラエルの長子を焦点としています。それは、裁きの結果である死からの解放です。死からの解放がこの問題全体の主要な要素であり、ここで小羊が導入されます。裁きと死からの解放の唯一の根拠は小羊です。小羊がこの問題全体を決します。誰が死に誰が生きるのか、誰が裁きに陥り誰が裁きを通して勝利するのか、誰が死の力の餌食であり誰が死に勝利するのかを決します。小羊が、誰が滅びに陥り誰が支配に上るのかを決します。小羊がこれを決します。この問題のどの面も小羊と結びついています。ほふられた小羊は裁きについて物語ります、小羊が神の裁きを担ってくださったのです、それは小羊を裁きからの解放として信仰によって受け取ったすべての人のためでした。これはご存じのように単純な福音の事実であり、すべての基本です。


小羊の血と肉


しかし、この小羊には二つの面があります。その肉があり、その血があります。注ぎ出された小羊の血は、側柱とかもいに振りかけられなければなりませんでした。しみも傷もない小羊のあの血は、あることを証しします。それは、神の義が全く満たされた事実を証しします。それは朽ちることのない命であり、罪のない性質を帯びており、しみや傷やそうした類のものが何もない命です。それは神を満足させます。神はそれに目を留められます。それは試験されて実証されました。神はそれを受け入れることができます。神はそれに満足されます。神の義が満たされます。これが血の意義です。血はこれを力強く証しします。愛する人よ、あなたも私も、どれほど長く主の民だったとしても、またどれほど遠くまで主と共に進んできたとしても、これからは髪の毛一筋ほども逃れられません。この地上の滞在の最後の瞬間になっても、私たちにはそれが、主の御許に来た時と同じくらい必要なのです。神の義は満たされたこと、満たされていること、これが敵に対する勝利を保証する唯一の基礎であり根拠です。満足しているとき、あなたはそれ以上何を望むでしょう。神は満足しておられる以上、彼はそれ以上何を望まれるでしょう？謹んで申し上げますが、神はやり過ぎることを望んでおられません。神が満足しておられるなら、それでもう満足なのです。あなたも私もこの問題に完全に決着をつけないかぎり、どのみち全く落ち着かないでしょうし、敵は私たちを大混乱に陥れるでしょう。


しかし、多くのものが見えます。荒野が見えますし、戦いが見えます。つまり、私たちの日々の歩みの中で通るべき、多くの経験や行程、多くの試験、多くの信仰の試み、諸々の条件や環境の中で遭遇することになるとても多くの逆境があるのです。私たちの前には巡礼の旅があります。また、天上における、主権者たちや権力者たちやこの暗闇の世の支配者たち等々との、多くの霊的戦いがあります。私たちは、この血のいさおしによって、そのすべてに立ち向かわなければなりません。黙示録からわかるように、勝利者が御座に達する手段は、罪人が新生のときに神に受け入れられるための条件と同じです――すなわち小羊の血です。小羊の血は神の義が完全に満たされたことを意味します。


その血の美徳は罪のないことです。それは神のために取っておかれています。常にこれを覚えておいてください。旧約聖書全体にわたって、それを飲んではならない、という命令が轟いています。それは神のために取っておかれています。神はほむべきかな、新契約においては、神は飲むためにそれを私たちに与えてくださっています。しかし、神の小羊がほふられるまでは、決して、決して、飲んではなりません。神の小羊がほふられる時、型ではなく実際に真にほふられる時、私たちが神から不滅の――というのは不朽だからです――命を受け取る確かな土台が据えられます。予型の下では不朽の命を持っている人はだれもいませんでしたが、私たちは持っています。これが主がバプテスマのヨハネについて、「バプテスマのヨハネよりも大いなる者は、起こったことがない。しかし、天の王国で小さい者も、彼よりは大きいのである」と言われた理由です。王国から始めるなら、あなたは預言者たちやヨハネが達したよりも高い点から始めることになります。あなたは永遠の命、不朽の命を持ちます。なんという高みから始められるのでしょう！それは素晴らしい始まりです。


小羊には二つの面がある、と私は述べました。第一に、すでに見たように、血があります。神は満足されたこと、神の義は満たされたことを、それは力強く証しします。それゆえ、死に対して力強く証しします。しかし、さらに、食すための肉があります。愛する人よ、あなたや私にとって、食すためのこの肉の意義を考慮することは、その血の強力な価値を考慮することと同じくらい重要なことです。パウロはこれをこう述べています、「私はキリストと共に十字架につけられました。しかし、私は生きています。ですが、もはや私ではなく、キリストが私の中に生きておられるのです」。これはキリストを私たちの命とすることです。これは人の子の肉を取ることです。これは、私たちが停止して、彼が私たちの代わりになられることを意味します。さて、これはさいわいな真理ですが、私たちに要求を突きつける真理でもあります。その要求とは次のようなものです。すなわち、信仰によって彼の肉を取ることにより、私たちは小羊との生命関係の中に入るのであり、それには、神の観点から見て、私たちにとって生きることはキリストとなることが必要なのです。


さて、小羊とは何でしょう？前の黙想に戻ると、小羊は次の二つのことを表します。第一に、純粋さであり、それは自己の命という傷が全くないことを意味します。第二に、神のみこころへの無条件の明け渡しであり、これは同じことを別の言葉で述べたものです。


神の働きの目標


さて、これが神が求めておられることです。愛する人よ、あなたに申し上げたいのですが、これこそまさに神があなたや私の中に働いておられる目的であると私は信じています。ああ、このことにもっと早く気づいていれば！私たちに対する神の取り扱いはみなこの一事のためです。すなわち、私たちの内に小羊を生み出すことです。ペテロに主は言われました、「あなたが若かった時には、自分で帯を締めて、望む所を歩いた。しかし、年をとると、あなたは自分の手を伸ばし、他の人があなたに帯を締めて、あなたの行きたくない所へ連れて行くであろう」。これは移行であり、霊的過程を意味することがわかります。自己本位、自己実現、自己表現、野心、ああ、こうしたものが、主に献身した若かりし頃、すべては主のためであると堅く確信していた頃、どれほど多くあったことでしょう。あなたも私も多くの過程を経てはじめて、主に対する自分の献身さえも汚染されていたこと、主のためのどの奉仕にも隠れた動機――自分が地位を得て主に対してひとかどの者になること――があったことに気づきます。それはとても巧妙であり、とても奥深いです。神と共なる行程、深遠な行程以外の何ものも、実はそれは主に対する純粋な献身ではないことを私たちに納得させることはできません。しかし、私たちはそれを理解するようになったのではないでしょうか？長く進むほど、ますます私たちは自分自身の心の不純さに気づくようになるのではないでしょうか？私たちは用いられることをなんと好むことでしょう！働きに参加することをなんと好むことでしょう！機会を得て扉を開くことをなんと好むことでしょう！私たちはそうしたことを好みます。確かに、これは別の装いで現れた古いアダムにほかなりません。深遠な、深遠な行程によってのみ、私たちは次のような境地に導かれます。すなわち、掌中のその事柄が真に主からのものであり、主ご自身がその真の実行者であることを百パーセント確信しないかぎり、主のための働きからでさえ退いて逃げ去ろうとする境地です。主は私たちの内に小羊を生み出そうとしておられるのです。


再び問いますが、純粋さとは何でしょう？純粋さとは神の栄光だけを一心に見つめることです。神が私たちを火の中へ深く通されないかぎり、自分の心が主への献身という点で本当に純粋なのかどうか、あなたも私も決してわかりません。つまり、私たちに対する主の多くの取り扱い、深い取り扱いだけが、私たちを自分自身から真に安全な地点に、私たちが心に抱いている目的は神の栄光であることが真に明白になる地点に導けるのです。私たちは皆、そうですと言うでしょうが、ああ、神はご存じです。神はご存じです！


一心に見つめる目、神のみこころに対する従順な無条件の明け渡し。試練の時、私たちのどれくらいがこのようであるでしょう？しかし、神は私たちの内に小羊を生み出すために、あるいは複製するために働いておられます。小羊は手放すことによって勝利されます。明け渡しによる勝利というこの道を私たちはどれくらい進んでいるでしょう？これが小羊です。そして、これが御座の中央におられる小羊です。御座についていることに関する神の観念は、私たちの観念とはかけ離れています。最大の力は最大の愛にあります。神の愛が私たちの心を真にとらえて、主の働きに対する愛ではなく主ご自身に対する愛が大事にならないかぎり、あなたも私も霊の力について何も知ることはできません。ああ、これは大いに心を試し、探ります。私以上にそれを知っている人はだれもいません。その目的は何でしょう？小羊に同形化することです。「あなたの小羊は傷のない、一歳の雄でなければならない」。ペテロは「傷やしみのない小羊」と述べています。この傷やしみが何かを私たちは見ました。それらは一語にまとめられます。すなわち、自己の命です。


「ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう」。私たちは何を見ることになるのでしょう？パウロは私たちに、「キリストは教会を愛された」と告げるでしょう。「夫たちよ、キリストが教会を愛して、教会のためにご自身を捨てられたように、あなたたちの妻を愛しなさい（中略）それは、しみやしわやそのようなものが何もない栄光の教会を、彼がご自身にささげるためです」。小羊にしみや傷はありません。花嫁にしみやしわや傷はなく、小羊に同形化されています。これが婚姻です。その時、婚姻することができます。そこに気質の不一致は見られません。この合一が破れることは決してありません。そうです、姿が全く同じであり、御子のかたちに同形化されているからです。これが神が今あなたや私の内でなさっていることです。愛する人よ、私たちが最大の奉仕をするようになるのは来るべき時代のことです。今、最も大事なのは、私たちの内に小羊の性質を発達させることであり、彼に対して私たちが後に持つことになる価値は全くそれにかかっています。なぜなら、この天的地位とこの天的務めはみな、小羊と関係しているからです。統治について言うと、それは小羊の御座です。万物に流れて行く命の川について言うと、これもまたまさに小羊の御座です。都のあかりについて言うと、それは小羊のあかりです。会見の場所、宮について言うと、小羊が宮です。これは、小羊であるキリストが来たるべき時代、この宇宙の中心ですべてを統治されることを意味します。主は私たちをその中に導こうとしておられます。この世の基準からすると、それはとても弱々しく、卑しいものです。小羊のようであること！これはこの世にとってはけなし文句です！しかし、神はそれによってすべてを規定されます。ああ、世人に地上で今起きていることを見て理解する目があれば！獣が何をするのか、あなたにはわかるのではないでしょうか？また、今日、獣が小羊に取って代わられる必要性がわかります。神は歴史の中で御旨を成し遂げて、ついには全宇宙が頭を下げて、「あなたは正しいです！私たちに必要なのは獣ではなく小羊です」と言わざるをえなくなります。それは、手放し、明け渡し、空っぽにされ、仕え、神に栄光を帰す力です。


これ以上先に進まないことにします。命の問題についてもっと述べたいと思っていました。なぜなら、結局のところ、命こそが問題だからです。ヨハネ六章は素晴らしいです。「彼に、父なる神が証印を押されたからである……」という御言葉の文脈に注意してください。そこから主はさらに続けて（主のたとえは変わりますが原則は同じです）、わたしは世の命のために天から下って来たパンである、と仰せられました。「わたしの肉はまことの食物であり、わたしの血はまことの飲み物である」。「人の子の肉を食べ、彼の血を飲むのでなければ、あなたたちの内に命はない」。この章は、神の小羊であるキリストを食べ飲みすることによる命で満ちています！すべては小羊と関係しています。キリストを食すこと、キリストを受け入れること、キリストは私たちの命であることについて考えたり話したりする時、生命力等の抽象的観点から考えないようにしましょう。それは神の御前における道徳的状態であることを覚えておきましょう。キリストは私の命です。ああ、彼のことをたんなる私のエネルギーにすぎないと思っているわけではありません。私が言わんとしているのは、キリストは私にエネルギーそのものを与えるわけではない、ということです。キリストの力とエネルギーを知るには、キリストの小羊的性質を知らなければならないのです。


これを別の言葉で述べることもできます。主は私たちにエネルギーを与えて、何でもできるようにしてくださるわけではありません。主は私たちの命となって聖なることを行わせてくださいますが、もしあなたや私に聖くないところがあるなら、彼の命は機能しません。これがヤコブ五章に記されていることです。「あなたたちのうち、だれか病んでいる人がいますか？その人は教会の長老たちを招き、主の御名の中で油を塗って、祈ってもらいなさい。信仰による祈りは病んでいる人を救い、そして主は彼を立ち上がらせてくださいます。また、もしその人が罪を犯していても赦されます」。この罪の問題は、神の御言葉のどこを見ても、常に命と隣り合わせです。義に基づいて命を活用できるようになるには、罪が対処されなければなりません。次に、キリストが私たちの命となり、生命エネルギーとなるには、小羊の性質が必要です。小羊の性質は神の栄光を一心に見つめること、心の純粋さです。だれもこの神の命を取って、その命を用いて自分の栄光のために何かを行うことはできません。要点がわかります。ああ、そうです、この命はある性質を帯びており、決して自らに矛盾することはなく、決して自らを否定することもなく、決して自らに逆らって働くこともありません。それは自身の立場に基づいて働きます。あなたや私が彼を自分の命としてますます知るようになることは、あなたや私がますます神の小羊である彼のようになることを意味します。


  



  第三章 神の御旨に関する過越


「この月はあなたたちにとって月々の始まりとなる。それはあなたたちにとって一年の最初の月となる」（出エジプト十二・二）。



「この日は、あなたたちにとって記念となる。あなたたちはエホバへの祭りとして、これを守らなければならない。あなたたちは代々にわたって永遠のおきてとして、その祭りを守らなければならない」（出エジプト十二・十四）。


「それゆえに、あなたはこのおきてを年々、その定められた時に守らなければならない」（出エジプト十三・十）。


「さて、過越と呼ばれる種なしパンの祭りが近づいていた（中略）過越の小羊がほふられる種なしパンの日が来た（中略）時間になって、イエスは食卓に着かれ、使徒たちも彼と共に席に着いた。イエスは彼らに言われた、『わたしは苦しみを受ける前に、あなたたちと一緒にこの過越の食事をすることを切に望んでいた。わたしはあなたたちに言う。それが神の王国で成就されるまで、わたしは決してこの食事をすることはしない』。そして、イエスは杯を受け、感謝をささげて言われた、『これを取って、あなたたちの間で分けなさい』（中略）それから、イエスはパンを取って感謝をささげ、それをさいて彼らに与え、言われた、『これは、あなたたちのために与えられるわたしの体である。わたしの記念にこれを行ないなさい』。彼らが食事をした後、杯も同じようにして言われた、『この杯は、あなたたちのために注ぎ出される、わたしの血によって立てられた新しい契約である』」（ルカ二二・一、七、十四～十七、十九～二〇）。


「私は主から受けたことを、あなたたちにも伝えました．すなわち、主イエスは裏切られたその夜、パンを取り、感謝をささげてから、それをさいて言われました、『これは、あなたたちのために与えるわたしの体である。わたしの記念にこれを行ないなさい』。彼らが食事をした後、杯も同じようにして、言われました、『この杯は、わたしの血によって立てられた新しい契約である。わたしの記念に、それを飲むたびに、これを行ないなさい』。ですから、あなたたちがこのパンを食べ、その杯を飲むたびに、主が来られるまで、主の死を告げ知らせる（告げる）のです」（一コリント十一・二三～二六）。


「永遠の契約の血による羊の大牧者である私たちの主イエスを、死人の中から引き上げた方、すなわち平安の神が……」（ヘブル十三・二〇）。


  



過越と主の晩餐の関係という、あまりにも明白な事柄について、長々と論じたり議論したりする必要はないと思います。主イエスが上の部屋でこの二つを結び付けられたことに、疑いの余地はありません。彼はユダヤの過越を取って、より高い水準に引き上げ、神聖な思想を賦与し、新しい秩序すなわち教会のためのものとして渡されました。そうすることによって彼は、ユダヤの過越によって予型的に示されてきたすべてのことに、霊的な意味を与えられました。そして、最初に取り入れられて、教会における主要な要素となったのが、いわゆる日付の問題でした。


過越は霊的歴史の始まりである


「この月はあなたたちにとって月々の始まりとなる」。つまり、この時から歴史が始まるのです。過越がイスラエルにとって彼らの霊的歴史の始まりとして主の印となったように、主の死は教会とその構成員一人一人の歴史の始まりです。もちろん、これはだれもが受け入れるであろう単純な事実です。


しかし、この事実には認識すべき何かがあります。前の黙想で指摘しましたが、出エジプト記十二章では、まず、エジプトとエジプトにいたイスラエルとに代表される全世界が裁きの下にあることがわかります。しかし特にエジプトは、この世における神の御旨を執拗に拒絶・拒否しました。神の御旨は長子である御子と関係していました。長子たちと関係していました。イスラエルは団体的かたちで長子を代表しています。神の御旨は個人的・団体的に御子と結びついていました。この御旨は世に知らされましたが、何度も何度も何度も世は神の御旨を拒否しました。それゆえ、この世は完全かつ最終的に神の裁きの下に置かれます。


神の御旨との一致により霊的歴史が始まります。そして、神の御旨との一致の瞬間から、この御旨が歴史を支配し、形成します。歴史を特徴づけます。御子に関するこの御旨こそ、常に神が霊的歴史を形成される根拠です。それゆえ、すべては――最も深い意味で――神の御旨と一つになることから始まります。これはあまり大したことではないように思われるかもしれませんが、一時の間これについて考えたいと思います。なぜなら、贖いにおける神の御思いを完全に理解しないかぎり、私たちは大して進歩できないからです。荒野におけるイスラエルの遅々とした退屈な歩みは、彼らが神の御旨を心で理解できなかったためでした。彼らは自分の殻に閉じこもって、この道は自分にとって得なのか損なのか、主のみもとに来たことの益・不利益、それが自分に及ぼす影響について考えてばかりいました。今日、状況がかなり良好なら、彼らは進む気満々になります。しかし、明日状況があまりかんばしくなくなると、彼らは皆、急いで逃げ帰ろうとします。自分の生活にどう影響するのかによって、彼らの反応や応答も変わります。彼らは、このすべてが神の御旨に関連していることを理解できていませんでした。彼らの祝福と益は、もちろん、神の御旨が成就されることにありました。愛する人よ、あなたや私が次のことを知ることが重要です。すなわち、私たちが救われたのは、たんに救われ、祝福され、天を与えられ、あらゆる種類の問題から解放されるためだけではないのです。私たちは神の永遠の御旨のために救われたのです。物事が容易に、あるいは有利に運ばない時でも、この御旨に支配してもらわなければなりません、この御旨から漂い去ってはなりません。神の御旨が実現されだす時、歴史が始まります。神の御旨が自分の霊的経験の中で始まって進んで行くことによって、歴史が形成されていくのです。


贖いは神にもたらすことである


さて、この御旨はへブル書十二章で「長子の教会」と称されている教会と関係しています。これは出エジプト記に記されていることの本体です。「イスラエルはわたしの子、わたしの長子である（中略）わたしの子を行かせて、わたしに仕えさせよ」。これが御旨です。それは長子たちの教会と結びついています。出エジプト記十三章を見ると、長子の神への分離・奉献について記されています。過越の祭り、過越の小羊に基づいて、長子は神へと分離されました。これは、贖いとは神ご自身にもたらすことである、という大いに明確かつ積極的な事実を示しています。使徒二〇・二八にこの問題に関するとても積極的な言葉があることを、あなたは思い出すでしょう。「あなたたち自身と群れ全体に気をつけなさい。聖霊は彼らの間に、あなたたちを監督として立てられ、神がご自身の血をもって獲得された神の教会を牧させるのです」。黙示録五・九「あなたは（中略）あなたの血によって、あらゆる（中略）国から人々を神へと買い取られました」。神へと買い取られ、神へと贖われました――贖われた者に対して主は絶対的所有権を有しておられます。これは、私たちの意識中にさらに深く根付く必要のある思想です。そうすれば、私たちのクリスチャン生活の多くの弱さから救われるでしょう。


神ご自身が、一つの民をご自身へと買い取るために、ご自身の血を流されたのです。神はこれを行われました、愛する人よ、ご自身にとって無限に尊い御旨に関連して、神はご自身の血をもって私たちを実際に買い取ってくださったのです。そうであるからには、機会さえ与えられれば、神はその御旨を実現し、御目的に到達し、私たちに関することを成就されるでしょう。こういうわけで使徒はこう述べています。「永遠の契約の血による羊の大牧者を死人の中から引き上げた方、すなわち平安の神が、ご自身の目に喜ばれることを、あなたたちの中で行ない、みこころを行なうために、あらゆる良いわざをもって、あなたたちを成就してくださいますように」。機会さえあれば、彼はご自身の教会の中で御旨に到達されます。彼は大きな代価を払って教会を買い取られました。私たちをエジプトから、この世から出して、御名によって唱えられるようにするだけでは、彼は満足されません。彼は、贖いにおける御心と支配的御旨とを成就することに、最後まで専念されます。私たちは神へと買い取られました。これを思い出すと、とても大きな助けになります。先に進むにつれて、自分は徹底的に無価値であること、そして自分が価値ある者になるのは不可能であることを、私たちはますます深く意識するようになります。自分の性質の中にどんな邪魔物があるのかを、ますます意識するようになります。自分に目を留め続けるなら、絶望してしまいます。私たちの解放、突破口、希望、保証は、神と共にあります。私たちの希望は彼にあります。その根拠は、彼は御心に定めた御業を成就するために、ご自身の血をもって私たちを買い取られたこと、そして、機会さえ与えられるなら、神は決して敗北しないことにあります。彼は私たちに関することを成就してくださいます。


黙示録には多くの意義がありますが、その一つは、この御旨が成就されることを示している点です。長子たちの教会、花嫁、小羊の妻が、小羊のかたちに同形化されて、彼と共に栄光の中にいるのです。事はなされて、神の御旨が実現されるのを私たちは見ます。彼はある目的をもって買い取られました。もしあなたや私が彼に機会を与えて、イスラエルのように彼に反逆しないなら、彼は私たちに関することを成就してくださいます。「ご自身の目に喜ばれることを、私たちの中で行ない、みこころを行なうために、あらゆる良いわざをもって、私たちを成就してくださいます」。


この成就における霊的歴史


それを認識しさえするなら、目を完全に開かれるなら、とりわけ次のことがわかるはずです。すなわち、彼は、私たちの内なる人の中で自己嫌悪感を深め、強化することによって、これを行っておられるのです。もしあなたや私がこの死の体、旧創造の中にある自分のこの性質から一度かぎり完全に解放されて、もはやそれを意識することも、それに悩むこともなくなり、自分の肉の内に誘惑がなくなっていたなら、この地上にとどまっている理由は何もなかったでしょう。理由は全くなくなるでしょう。これが起きる瞬間、私たちは栄光の中に入るでしょう。それではなぜ私たちはここにいるのでしょう？私たちの霊的歴史における最大の現実の一つは、一方において、自分を取り巻く旧創造の罪と不義の深さをますます知るようになることです。それは依然として私たちと共にあります。しかし、他方において、私たちの中にはそれに対する憎しみもあります、それに対する反発が強まりつつあります、それからの解放を求める叫びが深まりつつあります、それとは別のものを愛する愛があります。愛する人よ、これが私たちの霊的歴史の主たる意義の一つです。もちろん、他のものをすべて一挙に取り除けていたならとてもよかったのに、と私たちは思うかもしれません。なぜなら、完全になるとき、願いはすべて果たされて、目標は達成されるからです。しかし、何かに対する反発と他の何かに対する憧れを深化・強化することによって、主は私たちを教えておられるのであり、ご自身の目に喜ばしいことを私たちの中で行なっておられるのです。主は内なる人を建て上げておられるのです。


あなたも私も、この地上にいる間は、古い性質の罪深さをますます意識するようになること以外に、何も期待してはなりません。もし私たちがそれに降伏して、それが常に勝利すると言い、自分の内に御霊がおられることを自覚しないなら、それは悲劇です。御霊は新創造に属しており、古い性質は全くなく、神にしたがって、聖さにしたがって歩まれます。また、自分の肉の中に見られるものに対する嫌悪感の強さが、私たちにおける恵みの御業の尺度です。最も進んでいる人々は、自分の内に、自分の古い性質の内に、少しも罪を感じていない人々ではなく、自分に対して最も大きな反感を抱いている人々です。使徒パウロが晩年にピリピ三章に記録されている言葉を記した時、彼は心にこう思っていたと、私は信じています。彼はこう叫びました、「キリストの中に見いだされるためです。それは、律法からの私自身の義を持つのではなく（中略）信仰による神からの義を持って（中略）私は、すでに獲得したとか、すでに完成されているとか言うのではありません。そうではなく……」。これによると、晩年、この人は、進むべき道のりはまだ長い、と感じていました。他のいっさいの事情にもかかわらず、神と共に前進しようとするこの意欲、これこそが霊的成長です。これは、自分の失敗を恥じる能力、自分を恥じる能力、自分自身の霊的弱さや道徳的挫折に対する感受性です。これが霊的成長であり、霊的練達です。神は私たちの内で御旨をなしつつあります。次のように述べても間違いではないと私は思います。すなわち、もし私たちが真に神と共に前進してきた者であるなら、自分は最も聖であると感じるどころか、最後の息を引き取るまで、自分の古い性質のどうしようもなさを痛切に感じるでしょうし、私たちの義である方に向かって精一杯手を伸ばすでしょう。


この話の要点は何でしょう？神は贖いにおいて主導権を取り、御旨をもって主導権を取られました。そして、御旨のための器を獲得するために、払いうる最大の代価を支払われました。そうである以上、神は御業を成し遂げて、完全に成就されるでしょう。ただしそれは、これは自分にとっていま益があるのかどうかという問題ではないことを、私たちが覚えていさえすればの話です。これは、差し当たってそれは自分にどう影響するのか、という問題ではありません。肝心なのは、神は私たちの経験から何を得ようとしておられるのか？ということです。この問題、この試練、この苦しみ、この逆境、今日のこの苦難を、私たちはどうとらえるのでしょう？イスラエルが荒野における自分たちの困難を、大きく立ちはだかる「私」の観点から眺めてばかりいたように、私たちもそれをそう眺めるのでしょうか？もしそうするなら、それはまさに荒野です。しかし、もし私たちがすべてを神の御旨に照らして眺め、信仰によってその御旨を理解するなら、この試練――それがどんな性質のものであれ――を越えるとき、主は私たちの内でさらに多くの領域を得られたこと、主は何かを得られたことが、わかるようになるでしょう。年を取るにつれて、主と共に長く進むにつれて、ますます私たちは自分の困難な日々をこのように――残念ながら決して十分とは言えませんが――とらえられるようになります。ああ、さらなる困難にもつぶやいたり、驚きの声を上げたりしなくなります！むしろ、これには主の何らかの意図がある、という立場を取るようになります。目に見えるものを見てはいけません。これを越えたとき、「確かに、主はこれを通して何かを獲得されました！」と言うようになる、と神を信じようではありませんか。主は私たちを贖ってご自身へともたらされましたし、ご自身のために常に働いておられます。私たちはこう信じます、主が私たちの内に得ようとしておられる領域を獲得される時、主はご自身の領域の中に私たちを導いて、それを私たちに与えられるようになるのである、と。


これがイスラエルの歴史の二つの面だと思います。イスラエルは、主が彼らの中に望んでおられたものを得るまで、決して良き地を得ませんでした。ヨシュアとカレブは、主が全き地位を獲得された人々を表していました。また、あの最初の不信仰な世代に続いた世代は、主が常に求めてきたものを獲得された人々を表していました。主が私たちの中に求めているものを獲得される時、主は私たちを導き入れてご自身の豊かさを享受させられるようになります。覚えておいてください、主がご自身の分け前にあずからないかぎり、私たちは決して祝福にあずかれないのです。今日という日は、主が何かを得られつつある日ですが、私たちにとっては暗闇です。明日、主が求めているものを獲得されたら、私たちも何かを得ることになって、それは光になるのです。


  



  第四章 種なしパンの祭り


「エホバはエジプトの地でモーセとアロンに語って言われた。『この月はあなたたちにとって月々の始まりとなる。それはあなたたちにとって最初の月とならなければならない』」（出エジプト十二・一～二）。


  



前回の黙想では、ユダヤ人の過越の祭りと教会の主の晩餐との関係を最初に示しました。この関係は主イエスご自身によって、彼が裏切られた夜に、示されたものでした。この過越もしくは主の晩餐、そしてそれらがキリストの死について示していることが、主の民の歴史の始まりであることを、私たちは見ようとしました。神の観点から見ると、すべての歴史はそこから始まります。キリスト教圏は暦を作成しており、今年は西暦一九四一年であると言うかもしれませんが、神の観点から歴史を見るには、それから三十三年差し引かなければなりません。神の観点から見ると、主イエスの十字架がこの宇宙のゼロ時でした。主イエスの十字架は、神のすべての子供の歴史のゼロ時です。それ以前の何ものも神は顧慮されません。歴史の、霊の歴史の基礎である主イエスの十字架と、それが示すもの以降から、すべては神に属するものと見なされます。さて、これが理解できれば、私たちは万事に対する鍵を手に入れて、とても大きな助けを得ることになります。


過越の顕著な特徴の一つは種なしパンの祭りでした。出エジプト記の十三章は、特にそれについて扱っています。十二章八節にはこう記されています、「彼らは、その夜、その肉を火で焼いて食べ、それを種なしパンと苦菜と共に食べなければならない」。次に、「種なしパン」というささやかな句が十三章で取り上げられて、これについてかなり長い段落が費やされています。


「七日間、あなたは種なしパンを食べなければならない。七日目には、エホバへの祭りがある。種なしパンを七日間にわたって食べなければならない。パン種のあるパンが、あなたの間に見られてはならない。あなたの領土のどこにも、あなたの間にパン種が見られてはならない」（六、七節）。さて、ルカがこれを大いに重視していることに注意してください――二二章七節「過越の小羊がほふられる種なしパンの日が来た」。


種なしパンの祭りについてはすでに一節で述べられています。「さて、過越と呼ばれる種なしパンの祭りが近づいていた」。


これから見ることになりますが、これは過越と主の晩餐、あの七日間続いた種なしパンの祭りを導入します――七日間は完全な霊的期間を示しており、霊的歴史に特別な意味を与えます。あなたと私が種なしパンの意味を学ぶまでは、真の霊的歴史は始まりません。なぜなら、そのような歴史の開始は、種なしパンの意味を、記念として、大いに明確かつ積極的に確立することによるからです。


パン種が何を象徴するかはご存じだと思います。「それは罪である」と言うのは、あまりにも一般的です。十分に具体的かつ明確ではありません。もちろん、パン種は罪です。しかし、パン種は古い性質です。天然的・肉的な人です。旧創造のあのエネルギーです。肉のあの発酵です。私たちの内に沸き立って、常に自分の道を切り開き、自分自身を表現し、拡大し、膨張させ、自らの存在と影響を知らしめ、獲得・所有・入手しようとしているものです――そういった類のことはみな肉であり、古い肉的性質の活動要素です。今、その歴史は明確な転機を迎えて、その転機によって終わらされなければなりません。主イエスの死の中で打たれなければなりません。そして、種なしパンの祭りの七日間が完了しないかぎり、私たちは神の御子との生き生きとした合一の歴史を開始できません。それは霊的歴史にとって根本的なものなのです。


終結と開始


すでに述べたように、過越が成就するまで、神は何ものも顧慮されません。また、種なしパンの祭りが完了する時、神に属するいっさいのものが始まり、興隆します。愛する人よ、これを述べるのは途方もないことですが、これが理解されてこなかったせいで、悲劇的な歴史が生じたのです。すなわち、主が顧慮されない働きが、主のために大量になされてきたのです。その働きは主に由来していませんでした。これを理解しそこなったこと、これを真に確立することに失敗したことが、昔も今も、クリスチャンが欺かれる大方の理由です。その欺きとは思い込みです。自分は主のものであり、すべてはうまくいっている、という思い込みです。サタンは思い込みが大好きです、人々の思い込みが大好きです。なぜなら思い込みは、サタンの欺く働きが最も実を結ぶ土地だからです。つまり、私たちや、あなたや、私に、神に属する事柄が臨むとき、もし、砕かれていない天然の意志、屈服していない天然の知性、十字架につけられていない天然の意志があるなら、それは欺きのための肥沃な土地なのです。状況がそのような所では、サタンは大きな利益を得ることができます。どこかで、密かに、私たちの認識やおそらくは意識よりも深い所に、野心があるのです、奉仕に対する、務めに対する野心があるのです、何かをしたい、ひとかどの者になりたい、何かを見たいという野心があるのです。発酵させる古い性質のパン種が依然として働いていて、神に属する事柄を支配しているのです。その結果は何でしょう？ああ、それに続くもののすべてではないにせよ、その大部分は、神から出たものではない、という結果です。主の御名により私たちによって活気づけられた事柄の歴史という結果です。主のためではあるけれども、私たち自身を源とする生活という結果です。その中にはパン種があります、天然のエネルギー、天然の思い、天然の判断、天然の理屈、天然の意志、天然の野心、天然の感情があります。神は言われます、わたしに属するものはみな、あなたたちには何も生み出せないゼロ地点から始まるのである、と。


代表者としての立場でほふられた小羊は、その面ではすべてが終わったことを告げます。小羊は罪とされ、呪いとされ、打たれました――十字架は旧創造に対する神のゼロ時です。その時以降、神ご自身から直接じかに発するものだけが、私たちの中で霊的歴史、神聖な歴史を形成します。それだけが価値があります、それだけが主を知っています、それだけが主に戻って行きます、それだけが主の御旨を成就します。私たちに由来するものは何もありません。


種なしパンの祭りは、七日間を通して行われるとても重大な務めです。それは告げます――この天然の命に神のための余地はない！と。天然の命は腐敗しています。発酵させる高ぶりがその中に渦巻いています。何であれその背後には高ぶりがあります。それはあの蛇から人類の中に入り込んだ毒です。蛇は、「私はしよう。私は王座を高くしよう。私はいと高き方と等しくなろう」と言いました。私！私！――これがパン種です。パン種とは、何らかの形の「私」です。私が述べているのは、愛する人よ、あなたや私は、それがどんな形を取っても突き止められる、ということではありません。そうではなく、それが現存することを私たちは認識しなければならない、ということです。私たちのだれも、自分はそうではない！と、一瞬たりとも言ってはなりません。あなたも私も、自分自身に関する神の見解に同意しなければなりません。神の御前で自分を義としようとする人が私たちの中に一人もいてはなりません。私たちがなすべきは、こう述べることです。「神の判決は真実です。本来、私の中には『私』の命という毒が深く作用しています。私がそれを常に意識しているかどうかにかかわらず、それは現存します。自分は神にささげ切っていると感じているかどうかにかかわらず、それは現存します」。この血液、この人の血液が、私たちの血管中を流れているように、この血の中には堕落した性質の種があります。この堕落した性質の原理は「私」であり、この「私」は神に属する事柄を手に入れようと常に狙っています。これを忘れないようにしましょう。その狙いはまさに、神に属する事柄を手に入れることです。サタンは「私は自分の王座を神の星々よりも高くしよう（中略）私はいと高き方のようになろう」と言いました。私は神のものを手に入れよう！と言ったのです。


これがヤコブのひどい、ひどい間違いでした。たしかに、生得権はヤコブのものでしたが、よく聞いてください、それは神のものだったのです。ヤコブは神聖な事柄の価値を認識していました。ヤコブは神に属する事柄の重要性を感じていましたが、彼の兄は感じていませんでした。しかしヤコブは、神がそれらの神聖な事柄を自分の内に、自分のために、自分に対して確保してくださる、と信じることで満足しませんでした。ヤコブは、神聖な事柄の価値を認識していたので、発酵させる自己の命のパン種により、それらを手に入れるために行動せずにはいられませんでした。あなたや私が神聖な事柄の価値を認識するのは全く正しいことかもしれませんが、それらを手に入れるのは全く別の問題です。自己のために祝福を得ること、行使する力を得ること、影響力を振るうための地位を得ること、これらはみな巧妙に私たちをどこかに連れて行くものかもしれません――これはパン種です。神はヤコブと同行できません。神聖な事柄に最初に手をつけたあの最初の行為から、それらの益に浴するようにされるまでに、彼は二十年の徹底的訓練を受けなければなりませんでした。どん底の、どん底の経験を経なければなりませんでした。これが私たちの大部分の経験です。歴史はそこから、種なしパンの祭りと共に始まります。それは、自己の命、「私」の原則を否んで死に渡すことと共に始まるのです。


イスラエルでは、それを大いに徹底しなければなりませんでした。彼らは自分の家の中であかりをともして隠れたパン種を探さなければなりませんでした。また、その後の儀式においても、自分のいけにえをささげる前に、探したうえで、こう宣言しなければなりませんでした――「私たちはパン種がないか自分の家を探して、律法に命じられていることを行いましたが、もしまだ見つかっていないものが隠れているなら、私たちは誓ってそれを拒絶します！」。これを大いに徹底しなければならなかったのです。


記念する祭り


そして主は言われました、「これは永遠にあなたの諸々の世代にわたって記念となる！」と。そして、過越の祭りが来るたびに、年々、種なしパンの祭りがそれにつながり、それと結びついていました。ではその意義は何でしょう？それは分離の大いなる行為、悪からの分離を記念するものでした。人々がその祭りで座すとき、毎年、物語が語られました。主がエジプト人に何を行われたのか、主はどのように自分たちをエジプトから連れ出されたのかの物語です。主は言われます、「永久にあなたの諸々の世代にわたってそうしなければならない」と。


さて、愛する人よ、主の晩餐が霊的原理において過越に対応するものである以上、私たちが主の食卓に来るたびに私たちはこの物語を告げるのです。これを理解しておられるでしょうか？これがまさに一コリント十一章のパウロの言葉の意味です。「ですから、あなたたちがこのパンを食べ、その杯を飲むたびに、あなたたちは告げ知らせるのです……」。宣言し、表明し、語るのです。私たちは行動でこの物語を告げ、この物語を実演するのです。


主は、私たちの霊的歴史の開始を、種なしパンの祭りで記念されました。主は私たちをエジプトから連れ出してくださいました。エジプトとは何でしょう？エジプトは肉の力と栄光の型です。神はモーセのまさに骨の中からどれほどエジプトを追い出さなければならなかったことでしょう！モーセはエジプト人のあらゆる知恵を学びました。そして、四十年の長きにわたって、モーセの中でエジプトが打たれていきました。モーセはエジプトのエネルギーで開始して、エジプトの資源、自分の地位、自分の能力で神に属する事柄を行おうとしました――しかし、神は「だめです！」と言われました。人々を連れ出して天的立場にもたらすための僕として用いられることになる人は、訓練を通らなければなりません。その僕は天的立場を見いだして、地的立場、天然的立場をすっかり空にされなければなりません、主はこの区別を明確にされます。


「さて、自分はどうでしょう？クリスチャンになって数年たちますが（場合によっては長年の人もいるでしょう）自分はどうでしょう？自分はどんな立場にあるでしょう？」とあなたたちは考えておられることでしょう。愛する人よ、私たちは神の事実に向き合わなければなりません。私たちはクリスチャンではない、私たちは主のものではない、と言っているのではありません。あなたも私も神の立場に真剣に向き合わなければならない、と言っているのです。そうしても手遅れということは決してありません。神は私たちを連れ戻すために、ずっと一緒に働いておられます。ああ、最初からこれを見ていれば。しかし、見ていたとしても、それを受け入れられたかどうかは疑問です。新しい光を受け入れるには色々な経験をする必要があるのではないかと思います。真理の提示によって真に光の中に導かれることは決してありません。色々な事柄に生き生きとあずかるには、何かが自分の内に起きなければなりません。それには時間がかかります。しかし、ここに私たちはいるのであり、これについて何と言われようと、これが神の立場なのです。忠実に、厳粛にお尋ねしますが、あなたの人生で過越のこの祭りは真に完了したでしょうか？もし完了していないなら、問いただすべきとても多くのことがあることになります。これがもたらす区別を知っている人も私たちの中にはいます。何年も、とても精力的に、活発に、熱心に、たいへんなクリスチャンの働きをしてきました。宣べ伝えなどを行ってきました。しかし、ああ！その年月を、どれほどの後悔と恥ずかしさで私たちは振り返っていることでしょう。熱心さと力のかぎりを尽くしたのに、それと比べて、主からの実際的成果はなんと少なかったことでしょう。それらの年月について問いただすべきことがたくさんあります。次の事は大いに明白です。すなわち、自分が動力源であり、その働きの源であり、それをしていたのであり、その中にいたのです。それよりももっと酷かったのです。


その後、神は私たちを種なしパンの祭りにもたらされました。種なしパンは口にあいません――多くの苦菜が種なしパンに添えられています。肉はそのような食事を喜びません。しかし、昔も今もこれは現実です。これは神のゼロに来ることです。当時、弱さや失敗や不完全さをどう感じていたにせよ、私たちは一つのことを確かに知っています。種なしパンの祭りが新たな始まりを告げたのです。この始まりは、主に関して、主の新たな到来を示すものであり、生活と働きの新たな領域を示すものでした。その時以降、他には何も知らなくても、私たちは一つのことを知っています。すなわち、その時以降、自分ではなく主になったのです。そして、主ご自身が私たちをその原則にとどめてくださっています。主のみである地点からの逸脱をすべて打つことによって、絶えず打つことによってです。これが私たちの世代を通して記念となってきました。主は何度も何度も私たちをこれに立ち返らされます。お尋ねしますが、あなたはこの真の転機を経験されたでしょうか？


死による命


これこそ、使徒がまさに命の秘訣、神聖な命の秘訣として言及していることです。ここから神聖な命が生じます。神聖な命の川は十字架から発します。使徒は言います、「絶えずこの体に、イエスの致死力を負っています。それはまた、イエスの命が、私たちの体に現されるためです」（二コリント四・十）――奇妙な言葉です！「イエスの致死力」。これはキリストの死の一つの面です、一つの面にすぎません。他の面もありますが、これはとても重要な面です。イエスの致死力。なぜ彼は死に渡されたのでしょう？彼が死に渡されたのは、彼が自ら進んで、自発的に、ご自身の意志で、旧創造の代わりに立たれたからです。あなたの代わりに、私の代わりに立たれたからです。彼は、旧創造の天然の命の代表者として死に渡されました。ご自身のではなく私たちの旧創造を担われたのです。あなたも私もこの致死力を絶えず体に負わなければなりません。そうするなら――古い性質、「私」、自己、肉、肉の原理、この性質というパン種を死に渡すなら――イエスの命もまた私たちの死すべき体に現わされます。この死による以外に命はありません。この死によってすべての命がもたらされます。この命の意義と働きは何でしょう？


私たちは、自分は神に対して生きている、と認めなければなりません。神に対して生きるとはどういうことでしょう？愛する人よ、この神に対して生きるということは、新しい生き生きとした知識と知能――古い人の知識や知能ではないもの――を意味します。あの古い理屈は死に渡されて、今や新しい知識となっています。再びお尋ねしますが、あなたの場合、種なしパンの祭りによる決定的転機のゆえに、あなたはこの転機後に臨んだ生き生きとした知識を持っているでしょうか、それとも、古い人、古い理屈、古い判断を神に属する事柄の中に持ち込んでいるのでしょうか？もしそうなら、あなたが生きている間、あなたは死んでいることがわかります。これが理由で、多くのクリスチャンは生き生きとした啓示を受けていないのである、と私は信じています。


愛する人よ、私を信じてください、生き生きとした神の啓示を受けること、聖霊の啓示によって主を知ることは、神のすべての子供の生得権なのです。これはあなたの生得権です。ああ、すべてのクリスチャンがそうであって、それを持っていたなら、状況はなんと違っていたことでしょう！神のすべての子供が、心の中に直接臨む主の啓示の光の中に真に生きていれば！啓示は御言葉を通して臨むかもしれませんが、それは私たちのものです。私たちはさいわいなことに、ご自身を私たちに啓示してくださる主を個人的に享受します。もしそうでなければ、私は自分の聖書を理解できません。私は神の御言葉の多くを閉じて、「これは言葉どおりの意味ではありません！」と言わざるをえません。ヨハネが述べている、私たちの中に住んで私たちにすべての事を教えてくれる油塗りの意味は何でしょう？主が述べておられる、「しかし彼、すなわち真理の御霊が来る時、あなたたちをすべての真理へと導きます。なぜなら、彼は自分から語るのではなく、彼が聞くことを語り、来たるべき事をあなたたちに明らかにするからです。彼はわたしの栄光を表します……」という御言葉の意味は何でしょう？もしこれが次のことを意味しないとするなら、他に何を意味するというのでしょう。すなわち、神の子供はみな、主を知る個人的な内なる知識を持たなければならない、という意味です。この知識は、最初は小さなものかもしれませんが、絶えず成長して増し加わっていかなければなりません。それは、主が神の子供に内なる方法で、みこころ、御心、御思いに関して語り、常に彼らを教えられるようになるためです。確かに、愛する人よ、これは命です、これをなすのはこの命です。主が言うべきすべての点について、命の御霊はあなたに触れてくださいます。もしあなたが神に対して生きているなら、神の御霊は、主が何かを述べる必要があるすべてのことで、主の御心に関してあなたに触れてくださいます。


彼は服装の問題であなたに触れられるでしょう。あなたの会話の問題であなたに触れられるでしょう。あなたの生活中の何らかの矛盾や、あなたの取引中の何らかの不義についてあなたに触れられるでしょう。あなたが信頼できるかどうかという問題で、あなたに触れられるでしょう。約束を守る几帳面さという問題でも、あなたに触れられるでしょう。正直さや律義さの問題であなたに言うべきことがあることは何であれ、あなたに触れられるでしょう。ああ、聖霊にある生活ほど人格を形成するものはありません。これは命であり、啓示であり、主を知ることです。主を知ることや主の啓示は素晴らしい栄光の神の麗しい開示に限られる、と思わないでください。そうではなく、主の啓示はこのような実際的事柄に関するものなのです。ああ、そうです、私たちはそれを通ってきました。私はそれが真実であることを知っており、あなたもそれが真実であることを知っています。神と共に歩むことは検査されることであり、聖霊によって検査されることは主を知ることです。


さて、種なしパンの祭りが確立されないかぎり、死者の中から生かされた者として神に対して生きることはできません。これは、自分自身の意志、思い、願い、自分に属するものはみな、打たれなければならないことを意味します。転機を経なければなりません。何かがなされなければならないとはいえ、これは一つの行為で、一度かぎり、完全かつ決定的になされることではありません。何かが砕かれて、その時以降、神は道を確保されます。そしてあなたも私も、獲得されたその道を通して神が示されたことに応じていくうちに、それはますます大きくなっていき、自分にとってかつては全く無害だったことが今やできなくなります。主はこれらの問題に関して恵み深くあられます。主は私たちにそれらの問題を一度にすべて持ち出したりはなさいません。主と共に進み続ける時、私たちがどう変わるかは驚くべきことです。私たちはあるものを捨てて、変わります。これはどのように起きるのでしょう？それを言葉にすると、「主はそれを望んでおられない」、もしくは、「主はそれを望んでおられる」と感じるようになった、ということです。神のすべての子供がこの経験をますますするようにならなければならない、と私は信じています。そうでなければなりません。さて、内省して、自分の霊的衣装ダンスについて調べ始め、これやあれがなくても大丈夫かどうかを確認したりしないでください。主と共に歩んでください。そうすれば、衣装ダンスの中身が変わることにあなたは気づくでしょう。


ああ、聖霊に信頼してください。そうすれば、聖霊はあらゆることであなたを正してくださいます。しかし、気をつけてください、種なしパンの祭りがすべての根幹でなければなりません。つまり、天然の命は根底から全く打たれなければなりません。イエスの致死力が私たちの内に徹底的に働き始めなければなりません。信者の人生、教会の歴史が全くそこから始まるとき、すべてがそこから始まるとき、その時、神から見て、種なしパンの祭りに基づかない教会はなくなるでしょう。これがなされないかぎり、歴史はなく、何もないでしょう。こういうわけで、彼はこの問題を大いに強調されたのです。何も存在しえず、何も生じないだろうからです。神は何かを求めておられたからです。その何かとは全くご自身に属するもの、全くご自身から出ているものです。


新たにほふられた小羊


そこで、「種なしパンをもって」というささやかな句が、長子の分離という特定の文脈で取り上げられて敷衍されています。へブル人への手紙はそれが何かを私たちに告げます。「あなたたちは（中略）天に登録されている長子の教会に来ているのです」。この登録の意味は、黙示録を見ると、小羊の命の書と関係していることがわかります。小羊の命の書を見ると、御座の小羊はずっとほふられていたかのように見えます。小羊は栄光・高揚・力の究極的地位に到達されましたが、依然として、ほふられたかのように見えます。この言葉には、「ほふられたばかりのような、新たにほふられたかのような」という意味合いがあります。神はこれを最後まで新鮮なものとして御座に保たれます。天で小羊の命の書にその名を登録されている長子たちの教会は、その人生が過越の祭りに、小羊の屠殺に基づいていて、種なしパンの祭りの終盤にある人々です。これはたんなる予型ではありません。大いに心を探る真理です。


もしすべての聖餐式がこれを背景としていたなら、今日の世界の状況はなんと異なっていたことでしょう。この問題に関する神の御旨が失われてきたことは、なんという悲劇でしょう。それは儀式、祭典になってしまいました。確かに、主の食卓を囲む私たちはこの問題をもっと深刻に考えなければなりません。


全イスラエルがこの小羊の中に共に見いだされます。イスラエルには何千もの小羊がいたかもしれませんが、天にはただ一頭の小羊しかいません。これを主の晩餐に適用すると、神の目にはこれまでただ一頭の小羊しかいなかったことになります。皆が一頭の小羊を食し、一頭の小羊にあって結ばれ、一頭の小羊を共有するがゆえに結ばれました。それゆえ、これは交わり、交わりの祭り、祭りの交わりでした。真の交わりの基礎は何でしょうか？私たち全員が同意しているように、主の食卓は私たちの交わりの中心でなければなりません。他の何ものにもまして私たちの交わりを表すものでなければなりません。交わりの基礎は何でしょう？ああ、パウロが述べていることは、実に原則に則しています。コリントの状況をもう一度見てください――主の食卓がそこにありましたが、交わりどころではありませんでした。皆が分かれて、教会の中で対立しあっていました。それでも、主の食卓に来て、その中心思想を否んでいたのです。パウロは述べています、「主の体をわきまえないで、ふさわしくないままで食べ飲みする者は、自分自身に対する裁きを食べ飲みすることになります」。私たちが食卓に着くとき、それは裁かれることのない交わりを基礎としたものでなければなりません。これが種なしパンです。あなたも私と同じくご存じのように、「私」が打たれないかぎり、主の民の間に交わりはありえません。交わりを破るのは「私」であり、自己であり、私事なのです。私たちの理屈、願い、願望、信念なのです。


ああ、主の民の果てしない分裂と分断の悲劇！それが今も昔も続いています。人の知性が――ささいなことで――特定のキリスト教の真理を弄んでいるのです。人の知性のせいなのです。これは、基本的な種なしパンが実際にないためです。天然の人が取り除かれていないのです。これがなされないかぎり、交わりを持つのは不可能です。種なしパンが交わりの祭りに不可欠です。しかし、神はほむべきかな、基本的にそれがなされているなら、分裂や離散を引き起こす様々なものが生まれつき私たちにはあるかもしれませんが、この基本的なことが起きているおかげで、私たちは進み続けることができます。私たちは皆、生まれつきとても異なっていますし、他の人々が私たちと仲良くするのは全く無理であるようなこともたくさんあります。しかし、あえて言うなら、私たちの内に基本的な何かがなされたのです。十字架がどこかで何かを成し遂げたのです。これが私たちの交わりの安全保障です。私は信じていますが、少なくともある程度はこれがなされたので、個人的な関心事は打たれ、主ご自身だけが支配するようになったのです。主のために個人的なものをすべて放棄できるようになったのです。


私たちは、この種なしパンの問題について、主に実際に尋ねなければなりません。なぜなら、すでに述べたように、私たちの輝かしい人生とその成果はみな、これから生じるからです。パン種のあるところには死があります。そこには腐敗があるからです。パン種のないところには命があります。腐敗の根幹、腐敗の種が打たれたからです。主よ、この重要性を私たちに教えてください！


  



  第五章 永遠の契約の血


「そして、エホバはエジプトの地でモーセとアロンに語って言われた、『この月はあなたたちにとって月々の始まりとなる。それはあなたたちにとって一年の最初の月となる。イスラエルの全集団に語って言いなさい、「この月の十日に、各自は父祖の家ごとに小羊一頭を、すなわち一つの家族のために小羊一頭を取らなければならない（中略）あなたたちの小羊は、傷のない、一歳の雄でなければならない。あなたたちはそれを羊またはやぎのうちから取らなければならない。あなたたちはこの月の十四日まで、それを保っておかなければならない。そしてイスラエルの集団の全会衆は、夕暮れにそれをほふらなければならない。彼らはその血から取り、それを小羊を食べる家の二本の門柱とかもいに付けなければならない（中略）わたしはその夜、エジプトの地を行き巡り、人も獣も、エジプトの地のすべての初子を打つ。またエジプトのすべての神々に対して裁きを執行する。わたしはエホバである。その血は、あなたたちのいる家の上で、あなたたちにとってしるしとなる。その血を見る時、わたしはあなたたちを過ぎ越す。わたしがエジプトの地を打つ時、災害があなたたちの上に臨んであなたたちを滅ぼすことはない。この日は、あなたたちにとって記念となる……」』」（出エジプト十二・一～三、五～七、十二～十四）。


「杯も同じようにして言われた。『この杯は、あなたたちのために注ぎ出される、わたしの血によって立てられた新しい契約である』」（ルカ二二・二〇）


「夕食の後、杯も同じようにして、言われました、『この杯は、わたしの血によって立てられた新しい契約である。わたしの記念に、それを飲むたびに、これを行ないなさい』」（一コリント十一・二五）。


「今、永遠の契約の血による羊の大牧者である私たちの主イエスを、死人の中から引き上げた方、すなわち平安の神が、ご自身の目に喜ばれることを、イエス･キリストを通して私たちの中で行ない、みこころを行なうために、あらゆる良いわざをもって、あなたたちを完成してくださいますように」（ヘブル十三・二〇～二一）。


過越の記述における数字の意義


ヘブル十三・二〇のこの御言葉を巡って少しのあいだ黙想して、出エジプト記の偉大な型から光を引き出そうとすることにします。最初の過越のこの記述には、永遠の契約というこの深遠な素晴らしい真理を理解する助けになる、とても単純な方法が示されています。それらの方法の大部分は、この記述で用いられている様々な数字によって示されていると思います。もちろん、気づいておられると思いますが、神は特定の数字に光を当てて、過越の様々な面をそれらの数字と結びつけておられます。


（ａ）七――七日目、七月


第一に、七日目があり、それが一日目になります。イスラエルの民暦の七月が、彼らの宗教暦の最初の月とされます。「この月（七月）はあなたたちにとって最初の月となる」。


この過越の問題全体において、七という数字は大いに決定的かつ明確な地位を占めています。前の黙想で見たように、種なしパンの七日がありました。これは、天然の性質、すなわち古い性質、堕落した被造物のエネルギーをすべて、完全かつ決定的に取り除くことを示しています。七は霊的完全・完成の数です。それは三たす四です。三は神を表す数であり、四は被造物を表す数です。旧創造との神の関わりに関するかぎり、それは終わっています。種なしパンの七日は、次のことをはっきりと告げます。すなわち、永遠の契約の立場に至るには、事の命の面に至るには、神のすべての御旨にあずかれるようになるには、まず、パン種が表すものをすべて無に帰し、取り除き、それから全く分離しなければならないのです。パン種は旧創造の沸き立つ妨害を象徴します。人の性質中にある自己の要素、「私」の原則を象徴します。このように、契約に通じるこの最初の数は、神が要求される永遠の契約の根拠をはっきりと教えています。神は旧創造に対する死を要求しておられるのです。


エジプトで起きた二つの死、すなわちエジプト人全員の初子の死と小羊の死に注目すると興味深いです。後者は次のことを意味しました。すなわち、イスラエルの初子はエジプトの初子のように実際に死んだわけではないものの、神の御思いにおいては死んだのです。小羊の死のおかげで彼らは生きました。その小羊は種なしパンの祭りを締めくくる夕べの間にほふられました。そこには、神が受け入れることのできないものに対する徹底的姿勢がありました。イスラエルは、毎日毎日、この無味乾燥な種なしパンを食べつつ、自分自身を否んで、自分の十字架を負う立場を取りました。天然の命の渇望を否み、拒絶し、否認する立場を取りました。彼らは七日間にわたって、その姿勢を完全かつ決定的なものにするよう求められ、それに続いて、小羊に関して、それをほふるように命じられました。


その意味はおわかりでしょう。永遠の契約と、神がこの永遠の契約と結び付けられたいっさいのものにあずかろうとする人は皆、旧創造に属する生活や体制全体に対して死の姿勢を取るように求められるのであり、神の姿勢を取るように求められるのです。そして、これは代表者の死によって確定されます。主イエスが、「自分を否み、自分の十字架を負って、わたしに従わない者は、わたしの弟子になることはできません」と比喩的な言葉で言われたのは、このことを意味します。自分を否むことは、旧創造の命を否定してそれを十字架に渡すことです。さて、種なしパンに関する最初の七という数は、神のために道を清めるのに必要なこと、永遠の契約が示すいっさいのもののために道を清めるのに必要なことを、教えていることがわかります。


この語の語源が示す契約の思想


この「七」という言葉は、もちろん、ヘブル語の「シェバ（sheba）」です。それは名詞です。しかし、それは「誓う」という意味の「シャバ（shaba）」という別の言葉に由来します。これは、創世記二一・二八～三一に記録されているアブラハムがアビメレクと結んだ契約によって示されていますが、とても助けになります。


「アブラハムは、羊の群れから雌の小羊七頭をより分けた。すると、アビメレクはアブラハムに言った、『あなたがより分けたこの雌の小羊七頭は、どういう意味ですか？』。アブラハムは言った、『あなたが私の手から受け取るこの雌の小羊七頭は、私がこの井戸を掘った証拠となるためです』。それゆえ、彼はその場所をベエルシェバ（Beersheba）と呼んだ。その所で、彼ら二人が誓いをしたからである」。ベエルシェバ――七の誓いの井戸です。このように、七頭の雌の小羊、誓い、契約について記されています。


ですから、七という数は契約の概念を示します。調べると、これは御言葉の中で様々な文脈で示されていることがわかります。アブラハムに与えられた契約のしるしは割礼であり、それは七日の完了時に行われなければなりませんでした。その後、モーセを通してイスラエルに与えられた契約のしるしは、モーセ契約のしるしである七日目の日すなわち安息日でした。ノアに与えられた契約のしるしは七色の虹でした。しかし興味深いことに、七の後に一番目が繰り返されます。虹の最初の色に戻ります。契約のしるしである七は、再び一に帰着します。新約聖書や教会を見ると、安息日は最初の日に場所を譲ります。七は一に引き継がれます。使徒行伝二〇章にはこうあります、「週の最初の日に、私たちはパンを裂くために共に集まった……」。最初の日に、七の円環の完成を示す主の食卓があります。「これは永遠の契約のわたしの血です」。契約の思想は教会に受け継がれていきます。七は一になり、七番目が一番目になります。教会に対する契約のしるしは何でしょう？主の食卓です。


「七」の根底にある思想の全容


しかし、この七番目とは何でしょう、それは何を意味するのでしょう？何事も神の御言葉における最初の言及が、その後ずっとその事柄に対する鍵であることは、とてもよくご存じでしょう。神は七日目に安息されました。それゆえ、神は七日目を聖別されました。その日、神は被造物に関して安息に入られました。万物が創造され、神は被造物を見て満足されたので、「はなはだ良い」と言われました。神は七日目に安息に入られ、満足したがゆえにその日を聖別されました。これを新約聖書に適用すると、教会にとって神の七日目すなわち安息日は過越であることがわかります。この過越とは何でしょう？それは、神はキリスト・イエスにあって新創造を成就して御子に満足された、ということではないでしょうか？御業はキリストにあってすべて完成されました。キリストは、ご自分の霊を御父に手渡された時、私たちの言語で「成就した！（It is finished!）」と言われました。しかし、ああ、私たちの英語は常に何かが欠けています！主イエスが十字架上で、私たちの訳で「成就した（It is finished）」と訳されている、この偉大な叫びを叫ばれた時、彼は「テテレスタイ！（Tetelestai!）」という言葉を叫ばれたのです。これは、過越の小羊を検査する祭司が用いた定型句でした。小羊に何の問題もないことがわかると、祭司は「テテレスタイ！（Tetelestai!）」と言いました。完全である！と言ったのです。主イエスがなさったのは、傷もしみもない命を御父に返すことでした。彼はしみのない小羊として神にささげられました。すべての試験の後、何の傷も見つかりませんでした。「完全である」と彼は言われたのであって、成就したと言われたのではありません。確かに、ある意味で成就されたのですが、真の意味は「完全である」です。その御業は完全であり欠点がありません、その命は完全であり欠点がありません。全体が完全に仕上がっています。御父は満足しておられます。これがキリスト・イエスにある彼の新創造です。主イエスは旧創造に問題が生じた時に神を満足させる新創造の体現者であり、神はご自身の安息に入られます。


キリストによる神の満足に基づいて、人は祝福されて受け入れられる


今、注目すべきは、アダムのこの地上での最初の日が安息日だった点です。神は六日目に人を創造されました。人が最初に丸一日過ごしたのは安息日であり、その安息日が人にとって最初の日になりました。新約聖書に移ると、神は主イエスにあって御業を成就・完成し、ご自身の安息に入られました。これが神の安息日であり、そこから私たちは始めます。神の安息――それが私たちの最初の日です。今は、それを適用するために立ち止まるつもりはありません。これは常に私たちの心に――私たちがそれに耳を傾けるなら――次のようなメッセージを伝えます。すなわち、私たちはすでに完全であるものから始めるのである、というメッセージです。これが永遠の契約の立場です。この意義を把握するとき、永遠の契約の何たるかがわかります。完全な立場と開始に入ることになります。これは、自分をどう見なすか、それについてどう感じるか、という問題ではなく、それが神が私たちのために用意してくださった地位である、という問題です。事実、愛する人よ、イエス・キリストにあってあなたも私も、今よりも、あるいは信じた日よりも、完全になることは決してありません。こうした完全さは漸進的に私たちの中に造り込まれていくかもしれませんが、私たちが受け入れられる根拠に関するかぎり、私たちは「愛されている方にあって受け入れられ」ています。御父を完全に満足させている方にあって受け入れられています。御父は彼にあって安息しておられます。この御業は完全です。私たちが受け入れられるのは常に、神の御旨は成就されたという根拠に基づきます。これに決着がつかないかぎり、私たちは、神が私たちの内で御業を開始される時、安定性に欠けることになります。これについて少しのあいだ考えることにしましょう。


もし、神が鍛錬と懲らしめにより、訓練と錬成と養成により、私たちに対する取り扱いを開始される時、私たちが、「これはすべて私があまりにも悪いせいであり、私が受け入れられるようになるために、主は私に何かを行う必要があるのです」と言いだそうものなら、あなたは自分の立場を放棄したことになります。主があなたの中でどれほどのことをなさったとしても、あなたはより多く受け入れられるようにはなりません。あなたが受け入れられてきたのは、あなたが何であるのか――それがいかに良くても悪くても――という根拠によるのではなく、愛されている方という根拠によります――愛されている方にあって受け入れられているのです。私たちはこう歌います――私たちがこれをもっと心に留めるよう私は望みます――彼の完全さは信仰により私たち自身の完全性の寸法である、と。それが私たちの出発点です。神はほむべきかな、これが確信の根拠です。主が私たちに対する取り扱いを開始されて、「自分はなんと惨めな被造物だろう」と私たちが感じ始める時、これは、私たちが受け入れられていないことを、一瞬たりとも意味するものではありません。永遠の契約の重要性は第一にここにあります。すなわち、私たちは御子に対する神の満足という根拠によって受け入れられているということです。もし私たちが自ら拠って立つところの自分自身の根拠に基づいて受け入れられていたなら、永遠の契約はなかったでしょうし、安全の根拠も皆無だったでしょう。明日の自分はどうなのか、ということが問題になっていたでしょう。しかし、そうではありません、現在や将来の自分はどうなのかは問題ではありません。根拠はキリストにあって確立されています。それ以降、神の働きは、御子に言えることを私たちの内に有効化するためのものにすぎず、その根拠を変えるものではありません。私たちの根拠を手放さないようにしましょう。永遠の契約の基礎は七です。神は私たちのために御業を成就してくださいました。ですから、神はキリストにあって成就されたところから、私たちの内で開始されます。七――契約です。そして、七番目の月が最初の月になり、七日目も同様です。


（ｂ）十――十日目


次に、主は別の数を持ち出して、「この月の十日に、各自は小羊一頭を取らなければならない」と言われました。これはとても興味深い数です。この数は聖書の中に頻繁に出てきますが、常にある文脈で出てきます。十戒があります。マタイ二五章には十人の処女が出てきます。ルカ十九章には十ミナが出てきます。この数が登場する箇所はどこでも、人の全き責任と関係していることがわかります。十戒――神に対する人の全き責任です。十人の処女――彼らにはみな責任があります、これが要点です。十人の処女のたとえを取り扱う時、この点はしばしば見落とされます。要点は責任です。この数はこのたとえに特徴を与えます。この人たちは責任ある人々です。十ミナ――これは責任、信頼の問題です。


さてここで、この十日目の要点はこうです。すなわち、人はあらゆる条件下で徹底的に試されて挫折した、ということです。人は神に対する責任に直面して、欠けていることが判明しました。このようにまた、エジプトに十の災いがありました。これは人の全き責任を象徴しており、人々――試されて欠けていることが判明した人々――の最後には裁きが待っていました。


キリストに至るまでの旧経綸は約四千年を網羅しており、これは四十世紀です。これは十かける四であり、責任の経綸の下にある被造物を象徴します。全被造物は挫折して、その責任に向き合えないことがわかりました。そこで小羊が登場されます。これがこの箇所に裁きが記されている理由です。十戒は、「あなたは……しなければならない」と「あなたは……してはならない」という二つの言葉で要約できます。これらの言葉は責任・失敗・裁きという特徴と常に関係しています。


さて、希望は何でしょう？人はあらゆる条件下で試されてきました。人はエデンで最も有利な条件下で試されましたが失敗しました。神は諸々の時代にわたって人を試されましたが、どの時代も人は失敗しました。どんな希望があるのでしょう？人がこんな有様だとすると、神にはどんな希望があるのでしょう？人はどうしようもない存在なのです！


神の永遠の契約という希望があります。人に対する輝かしい運命という希望があります。人は何世紀にもわたって、自分の内には何の希望もないことを証明してきました。小羊が導入されて、この小羊が責任を負われます。何に対する責任でしょう？ああ、この小羊は神の義に対する責任を負われるのです。どんな条件下でも、神は義を持たなければなりません。神は人の中に義を要求しておられます。神が人の中に義を見いだせないかぎり、人は裁かれた絶望的な被造物です。人はこれまでずっと、義の問題で神を満足させられないことを実証してきましたが、それでも人には責任があります、人は責任ある被造物です。だから私たちには良心があるのです。だから全被造物に良心があるのです。多くの点でその指示に従っていなくても、これは真実です。暗くなり、ねじれていますが、良心があります。最も堕落している者ですら、常に次のような感覚――かすかかもしれませんが――があります。すなわち、礼拝を求める至高の御方に対して責任があるという感覚です。これはごくかすかな良心の形です。こんなにも奇妙な行動を人に取らせるものは何でしょう？先の戦争で昔の軍隊に所属していた、暗闇の中にあるあわれな異教徒がいました。彼は光を受けて成熟した人と比べて全く無知な状態にありました。その彼が、あいまいな過去の記憶を思い出して、途切れ途切れに漏らしたのを、私が聞いた話です。彼の輸送船が魚雷攻撃を受けて、水中で救助を待っていたときのことです。どこかで聞いた言葉を、その時、彼は途切れがちに口にしました、「やさしい、柔和で温和なイエスよ、小さな子を顧みてください」！何が原因でその瞬間に思い出したのでしょう？神に対して何とか果たすべき責任――果たさなければ人は失われます――に対する感覚です。何とかして切り抜けて神に至らないかぎり待ち受けている破滅に対する感覚です。人は神について何も知らないかもしれませんが、神の存在を自覚しているのです。


人には責任があります。人はそれを承知しています。ローマ人への手紙の最初の数章がこれについて論じているように、人は神の御性質について何も知らないかもしれませんが、良心では、神のような方の存在を知っているのです。そして、神の見えない事柄が見える事柄において示されていることを知っているのです。神はご自身の証しを内外に持っておられるのです。


さて、人には責任があります、これが要点です。そして、義に対する責任、義に対する責任感のゆえに、人は所与の状況下でありとあらゆることをします。しかし、人はどうすれば神を満足させられるのでしょう？ああ、働きによって、献金によって、十分の一や税や懺悔によって、人は神の義を満たすことができる、という思想に基づく宗教組織が生まれたのは恐るべきことです。堕落した被造物の働きをキリストにある神の義の代わりにするのは恐るべきことです！いいえ、人には不可能です！人には不可能です。


しかし、しみも傷もないこの小羊が、義の問題全体に対して責任を負われました。ヨハネは彼を見て、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」と叫びました。ヨルダン川のほとりで、ヨハネは彼が水の中に下って行かれるのを制止しようとしましたが、神の小羊はヨハネの方を向いて、「今はそうさせてもらいたい。このようにしてすべての義を成就するのは、わたしたちにふさわしいことである」と言われました。そこで、ヨハネは彼にそうさせました。彼のバプテスマは、義の問題で神を満足させる彼の死の型でした。どうやってでしょう？傷のない不朽の命を神にささげることによってです。神は満足されました。もし神が、すべての人の代表者たりうる人を見いだすことができ、しかもその人が罪のない人であるなら、神には御旨を実現するための希望と保証の根拠があることになります。


もう一つの側面があります。この神の小羊は、人の不義と人の罪に対する責任を負い、それを担って取り去られます。人は自分の罪について神に答えなければなりません。ここに、わたしが人のために答えよう、と言ってくださる方がおられます。「彼は私たちの罪を、ご自身の体において、木の上で担われました」（一ペテロ二・二四）。彼は「私たちの違犯のために渡されました」（ローマ四・二五）。さて、これは単純ですが美しい福音です。この福音は決して聞き飽きることがありません。


十は責任、全き責任の数であることがわかります。小羊が十日目に登場して、人の失敗と神の要求とに対する責任を負われます。私たちは小羊に信仰を置きます。すると私たちの罪は赦されます。これが、罪の赦しのために流される新しい契約の血です。小羊が、完全な義を要求される神に対して、私たちのために答えてくださるのです。


（ｃ）十四――十四日目


小羊は十日目に登場しますが、十日目にほふられたわけではありません。新しい要素が導入されますが、それについてはすでに述べました。小羊は専門家によって検査され、合格して証印を押されますが、依然として何らかの欠陥が生じるおそれがあり、それについてはだれにもわかりません。続く四日の間、小羊は厳重な観察下に置かれなければなりません。これは神の小羊を示すものであり、この期間は、ヨハネによって彼が神の小羊と宣言された日から、彼がささげられてほふられた日にまで及びます。それは彼が観察される期間でした。愛する人よ、この三年半の間、全宇宙はこの小羊を注視していたことが理解できないでしょうか。彼は宇宙的な関心と注目の中心でした。天は見下ろしていました。地獄は見つめていました。地獄は強い関心を持ち、激しく活動していました。人々も見つめていました。彼は、きわめて厳しい監視下で、徹底的に試験されました。地獄は彼に何らかの傷を生じさせようと活動していました。また、人々も彼をつまずかせて、彼の中に何らかの欠点を見つけようとしました。天はこぞって、一つ一つの試練の結果を見つめていました。その観察期間の終わりに、彼は「あなたたちのうち誰が、わたしに罪があると責めるのか？」と言うことができました。彼は地獄に挑戦することができましたし、ご自身の生涯について「完全である」と天に向かって述べることができました。十四日目に彼はほふられました。しかしそれは、彼が神によって証印を押され、神の小羊として印づけられた後のことでした。彼は、地獄によって試験され、人々によって監視され、しみのないご自身を神にささげられました。神の御言葉はこう証ししています、「しみのないご自身を神にささげられました」と。これが永遠の契約の根拠です。さて、いよいよ本題に入ります。


永遠の契約の中に含まれる神の賜物


永遠の契約の偉大な要素とは何でしょう？契約とは引き受けること、請け負うことであることがわかります。契約とは、その契約をする者が「私は事をなす用意があります！事をなそうとしています！私はこの契約・行為をなして、それにより与え、遺贈し、約束します……！」と表明することを意味します。神が契約を立ててなそうとしておられるこの偉大な事とは何でしょう？神が御子の血による永遠の契約で与えようとしておられるものは何でしょう？それは命、永遠の命です。この命は御子の血によって与えられ、この血によって私たちに保証されています。こういうわけで使徒はこれをこう述べています、「永遠の契約の血を通して（または、により）（中略）死人の中から引き上げた方、すなわち平安の神が……」。この血は、死が滅ぼされて、命と不朽が明るみに出されたことを物語ります。この血は、朽ちることも死ぬこともない命を物語ります。この命に対して死には何の力もありません。それゆえ、彼の十字架の血によって平和が造られたので、神はこの大牧者を死者の中から連れ戻さなければなりません。彼が死の苦しみの中にとどめておかれることはありえません。朽ちないものが朽ちることはありえません。死ぬことのないものは、不朽であるがゆえに、死にとらわれることはありえません。永遠の契約の血は、不朽の、死ぬことのない、死を無に帰す命について物語ります。神はこの命を契約の中に含めて、「これがわたしがあなたに行うことです！これが御子の死を通してわたしがあなたに遺贈するものです！」と言われました。これはあなたの嗣業であり、生得権であり、神の偉大な賜物です。これは御子の血のおかげです！命、不朽の命、死ぬことのない命です。それゆえ、それは永遠の契約なのです。


あなたも私も、愛する人よ、もし彼の血による契約という根拠に基づいて信仰により自分の地位についているなら、もし神が御子の死によってなさったことを認識して受け取っているなら、私たちは永遠の命を受けているのです。これがすべてを保証します。そこで使徒は続けて言います、「今、永遠の契約の血による羊の大牧者である私たちの主イエスを、死人の中から引き上げた方、すなわち平安の神が、ご自身の目に喜ばれることを、イエス･キリストを通して私たちの中で行ない、みこころを行なうために、あらゆる良いわざをもって、あなたたちを完成してくださいますように」。ここに御子の要素がすべてあることがわかります。御子は完成されているのでしょうか？そして、それに対して、「……あなたたちを完成し」とあります。御子は神のみこころを完全に行って、御父を満足させ、彼を喜ばせたでしょうか？そうなら、私たちの内にある御子の命によって、神はまた、「ご自身の目に喜ばれることを、私たちの中で行い、私たちがみこころを行う」ようにしてくださいます。この命は私たちを主イエスという根拠の上に置きました。そして、神が私たちの内で働いて私たちを御子に同形化できるようにしました。これはこの命の基礎に基づきます。この命は、神が私たちの内で御業をなすための原理であり、力であり、基礎です。この命が聖霊によって私たちの内に働くことによって、私たちは小羊が今おられる所にもたらされます。


こういうわけで、霊的進展・霊的歴史はすべて、命と死の戦いの進展・歴史なのです。試練の形や経験の性質がどうであれ、それは常にこれに帰着します。敵の狙いは死で、霊的死で、私たちに触れることです。死で私たちを包み込んで、霊的死の重圧と力の下に陥らせることです。それをすべて許す主の御旨は、彼の命によって生きるすべ、彼の命によって勝利するすべを、私たちに教えることです。それはみな、命のための戦いの問題に帰着します。しかし、神はほむべきかな、私たちにはすでに勝利している命があります。まさに勝利された小羊の命が私たちの内にあります。彼の勝利の可能性が今、私たちの心の中にあります。私たちがなすべきは、自分の内に働く力すなわち彼の復活の命の力によって生きるすべを学ぶことだけです。ですから、この契約は永遠の命である契約です。それは、神と私たち自身にとって、あらゆる希望、あらゆる展望、あらゆる可能性の根拠です。これらのものがこの契約を構成します。小羊は私たちと神のために責任を負ってくださいました。小羊は試験されて実証されました。あらゆる点で試されて、勝利されました。苦難を通して証明・完成された小羊が御座におられます。彼は尊い血に基づいて、まさにご自身の命を、信じる者たちに与えてくださいました。私たちがそれによって生きようとし、それによって生きて勝利することを学ぼうとしさえするなら、この命は私たちの中に到来します。この命は彼の内にある自らの源に私たちを連れ戻します。それは、彼が勝利して御父と共に御座につかれたように、私たちも彼と共に御座につくためです。


「今、永遠の契約の血による羊の大牧者である私たちの主イエスを、死人の中から引き上げた方、すなわち平安の神が、ご自身の目に喜ばれることを、イエス･キリストを通して私たちの中で行ない、みこころを行なうために、あらゆる良いわざをもって、あなたたちを完成してくださいますように。その方に、栄光が永遠にわたってありますように。アーメン。」


  



  第六章 十字架


朗読： 黙示録五・一～十四、七・九～十七。


  



黙示録のこれらの章は、万物の最終的総括を見せています。この宇宙がその中に含まれており、関係しています。万物のこの最終的な一大総括では、そのまさに中心に、十字架すなわち中心的・普遍的意義を持つ十字架を物語るものが見られます。十字架は最後に彼処に見いだされるだけではありません。なぜなら此処でも、神の当初からの御心にしたがって諸事を見ることができるからです。神の御言葉のどこを見ても、十字架が中心的地位を占めていることがわかります。


十字架はすべての基礎である


幕屋の素晴らしい象徴的体系を振り返ると、十字架が中心にも周辺にもあることがわかります。十字架が至る所にあります。幕屋の中心に、血を振り注がれたあわれみの座がありました。すべての器、すべての幕、内なる聖所から外側の門に至るまで、すべてが十字架の下にあり、血を振り注がれました。宮に移っても同じことが言えますし、宮から本体である主ご自身に移っても同じことが言えます。前の黙想で、主イエスは過越の祭りの時に誕生された、と述べましたが、もしそれが正しければ、彼の誕生はまさに小羊の到来だったことがわかります。彼がすべての関心の中心でした。過越の小羊の世話をしていた羊飼いたちは、その群れを離れて、小羊なる方のもとにやって来ました。王たち又は賢人たち――彼らがだれであれ――が遠方から彼の所に来ました。地は関心を寄せ、天も関心を寄せ、御使いたちは注視しました。ヘロデの反応からはっきりとわかるように、地獄も関心を寄せました。ヨハネが過越の群衆に向かって彼について、「世の罪を取り除く神の小羊」と宣言した日に移ると、またもや小羊が宇宙の中心であることがわかります。天が開かれて、彼について証しします。間もなく、地獄も関心を持っていることが明らかになります。というのは、その後直ちに、彼は荒野でサタンに遭遇されたからです。地上における彼の生涯をずっと辿っていくと、十字架に至るまで彼は宇宙の焦点だったことがわかるはずです。十字架で彼は中心だったことは明白です。ユダヤ人と異邦人がそこにおり、天と御使いたちもそこにいました。地獄と悪魔もそこにいました。なぜなら、それは暗闇の力の時だったからです。そして、黙示録のこの最後の箇所では、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるものが、すべて集められます。大天使たちや天使たち、あらゆる部族・言語・国からの人々が、ここにすべて集められます。そして、その中心に、御座の中央の小羊がおられます。ですから、十字架は万物の中心です。その中心性と普遍性について新たに考察することを主は願っておられる、と私は強く感じています。


十字架について述べるとき、十字架を真理や教えの特定の系統の一つと決して考えてはなりません。他の真理の系統と比較して、「ここにはこの系統があり、あそこにはあの系統があります。ここにはこの特定の教理やあの特定の教理があります。十字架を強調する人、聖別を強調する人、聖霊を強調する人など、様々な人がいます」と言ってはなりません。もしそうするなら、全く道を踏み外すでしょう。十字架は「真理の系統」の一つではありません。すべての啓示のまさに中心なのです。他のものはみな、十字架から発し、十字架に戻ります。十字架は事物の中心です。もちろん、十字架について述べる時、他の言葉を用いることもできます。十字架につけられたキリストについて述べることもできます。これこそまさに私たちが言わんとしていることです。キリストの死について述べることもできます。十字架はこれを含んでいますし、これを意味します。私たちが十字架について述べる時、それは主イエスの贖いの働きのすべての面を意味します。それはみな十字架を中心としており、十字架から発するのです。


十字架の二つの面


十字架の二つの面、すなわち客観的な面と主観的な面について、一言述べることにします。この二つの面のバランスを完全に保つ必要があります。一方を他方よりも重んじてはなりません。どちらかを重視するおそれがあります。概して、福音的キリスト教は、今も過去何世紀もの間も、十字架の客観的な面を強調してきました。その反動で、もう一方の面の途方もない重要性を認識するあまり、過度に強調するおそれがあります。この両者のバランスを保つ重要性を、非常に真剣に、かつ忠実に、私は強調したいと思います。私たちに関するかぎり、私はこう信じています。すなわち、主は私たちに、失われている、あるいはほとんど失われかけている、十字架の主観的な面についてのメッセージを、回復する務めを与えてくださったのである、と。しかし、私は次のことも認識しています。すなわち、それを客観的な面に対する適切な関係から切り離して取り上げることは間違いであり、大きな害を及ぼすおそれがあるのです。


（ａ）客観的な面


十字架の客観的な面は、まさに信仰の錨です。それは私たちの立場の根拠です。客観的な面が完全に確立されないかぎり、私たちにとって主観的な面には何の価値もありません。第一に、私たちの立場は、私たちのためになされたことに対する信仰のみの問題です。主イエスの十字架において、私たちのためにすべてがなされました。その働きは、私たちがそれに少しも寄与することなく、私たちのために完全に成就されました。私は客観的な面にとどまるつもりはありませんが、これを確立したいのです。すでに述べたように、客観的な面により、私たちの立場の問題は信仰を通して解決されます。あなたがこの立場の問題について完全に確立されないかぎり、十字架の主権的な面を扱うことは致命的でしょう。信仰が確立されて、信仰の錨が十字架におけるキリストの客観的な働きにしっかりと固定されないかぎり、もう一方の面に導かれてそれに直面することは、だれにとってもきわめて危険なことです。客観的な面からは決して離れられませんし――離れるべきでもありません。この客観的な面という立場に関して、私たちは最後まで試されることになります。実に、私たちの戦場は客観的な働きに関してであって、主観的な働きに関してではありません。敵の攻撃の狙いは、私たちの立場、地位、受容、主との私たちの関係に関する最初の根本的な確信を私たちから奪うことです。私たちはこれを知っていると思います。しかし、私は心から強調したいのですが、神が私たちのために行ってくださった十全な御業に関して、神のすべての子供は完全に確信する必要があります。この十全な御業により、私たちの状態にもかかわらず、信仰を通して義と認められて、私たちは今いる地点にもたらされました。それに関して私たちはこう確信しなければなりません。すなわち、敵の新たな攻撃のたびに、「敵は神の選ばれた者を責めることはできない」と私たちは言えるのである、と。敵は私たちを責めることはできません。これは私たちが完全だからではなく、私たちのために神を満足させてくださった完全な御方のおかげです。


（ｂ）主観的な面


しかし次に、もう一方の面があります。客観的な面で十分である、とあなたは思うかもしれません。しかし、十分ではありません。受け入れてもらうにはそれで十分であり、立場や地位のためにも十分です。しかし、その後、神が私たちを取り扱われる根拠が重要になります。十字架の主観的な面は、私たちの立場ではなく、私たちの状態と関係しています。客観的な面は、私たちがキリストの中にあること、キリストによって包まれていること、信仰によって彼の中にある者と見なされることと関係しています。十字架の主観的な面は、私たちの内におられるキリストと関係しており、彼においてすでに有効であることを私たちの内でも有効化することと関係しています。客観的な面は、キリストご自身がどのような方なのかと関係しています――彼が私たちのために神に対してどのような方なのかについて黙想するのを、決してやめないようにしましょう――主観的な面は、私たちがどのような者なのか、どうあるべきなのかと関係しています。


十字架は完全に確立された事実です。それは確立された事実であり、成就された事実であり、達成された事実であり、果たされた御旨であり、完成された働きであり、天で永遠に決着済みのものです。この十字架において、神は御旨を達成されました。小羊が今よりもさらに御座の中央におられるようになることは決してありません。「わたしがあなたの敵どもをあなたの足台とするまでは、わたしの右に座していなさい」という御言葉は、すでに語られた言葉であり、この瞬間も有効です。しかし、十字架は完全に確立された事実であるだけでなく、一つの転機と一つの過程を伴う一つの経験でもあります。一つの転機から一つの過程が生じます。十字架は諸々の働きの基礎であり、それらの働きが遂行される手段でもあります。十字架は神がなさったことを示しますが、神がなそうとしておられることをも示します。神は、御子にあって完成した御業を基礎として、私たちの内で漸進的御業を開始されます。これは単純なことですが、これらのことを覚えておいてください、心に留めておいてください。ですから、十字架は、前の黙想で見たように、創造のゼロ点であり、新しい開始を伴う終結なのです。


ですから、愛する人よ、私たちが話すときに心がけているのは、たんに十字架についての技術、教理、教えを与えることではありません。大いに実践的なことを心がけているのです。私たちの霊的生活・成長・発達・度量の問題はみな、この問題と結びついています。私たちは常に、自分の霊的進歩の遅さ、自分の霊的容量の小ささに悩まされています。私たちはこれらの問題で自分自身について悩みますし、他の人々に対する責任を負っている私たちの中のある人々も自分の霊的貧しさや小ささのために時として非常に悩みます。一方において、霊的宏量さではない宏量さがあり、それが常に道に割り込みます。それは活動や行いの形を取ることもありますし、思い込みの形を取ることもあります。何でも知っていて言うことを聞かない、頑固な立場という形を取ることもあります。しかし、ご存じのように、それは霊的なものではなく、真に霊的価値があるものではありません。主イエスご自身の代わりに立場を占めているものです。他方において、主の事柄において、愚かしいこと、数多くの不賢明なこと、愚行がなされていますし、あまりにもちっぽけで制限されている面もあります。そのせいで多くの問題や、心労、不満が生じています。この問題のせいで、霊的成長は遅らされ、主を知る真の知識の度量も限られています。


この領域全体を特徴づけている一つの点は、そのどの面についても、主を真に内的に知って主と共に歩むことに失敗していることです。さて、これはとても現実的な問題です。働き人たちの集会のための良い題目です。この状況の原因が何なのかを私たちは知りたいのです。なぜ真に霊的に信頼に足る人々がこんなにも少ないのでしょう？頼りになる人々、その人の所に行けば必ず霊的な判断と理解を得られる人々が、なぜこんなにも少ないのでしょう？なぜでしょう？このような問いを無数に発することができます。私たちは霊的欠陥の領域全体を取り扱っているのです。私たちが述べているのは、成熟したものをあまり期待できない正当な霊的幼年期についてではありません。しかし私たちは、これについても、時間的要素を排除しなければなりません。霊的成熟を時間や年数で考えないようにしましょう。主との関係に関してほとんど赤子のような人でも、真に霊的な方法で早くから他の人々を教え始められるようになるのは、驚くべきことです。彼らは飛び込んで行きますが、他方、他の人々は、時間に関するかぎり、長くその道にあったにもかかわらず、依然として真に霊的に価値あるものを一つも与えることができません。これが何故なのか私たちは知りたいのです。私たちは皆、霊的に成長し、成熟に達して、主にとって真に価値あるものとなることに関心があります。


さて、これが私たちの現在の黙想の背景です。私は信じていますが、愛する人よ、霊的成長は十字架の主観的な面の問題にかかっています。もちろん、立場に関して失敗ばかりしているなら、十字架の客観的な面を受け入れることに関してどこかが間違っています。人々が信仰の中にあるかどうか定かではない場合、その時は、立場の問題に一度かぎり永遠に決着をつけなければなりません。しかし、成長して主にとって真に価値あるものになるという問題では、十字架の主観的な面が問題になるのです。


十字架は旧創造のゼロ点である


決着をつけなければならないことが幾つかあります。主イエスの十字架に根差して、私たち全員が決着をつけるべき第一のことは、人は完全に無力である、ということです。これを心で理解するのが早ければ早いほど、私たちにとって良いのです。だれにも見えるよう、この十字架には次の文字が記されています。すなわち、人は生来、神の事柄に関するかぎり、全く無力である、と。つまり、人は神の事柄のための能力を失ったのであり、神の事柄の領域の中に生きたまま入るための能力を自らの内に持っていないのです。こう述べてもあなたには単純で初歩的なことに思われるかもしれません。しかし、あなたに申し上げますが、これはとても、とても、深刻で重大な問題なのです。人の存在は遍く損なわれました。中心から周辺に至るまで存在全体にわたって、人は損なわれています。そして、その損傷によって、神の事柄におけるいかなる地位からも完全に排除されているのです。


知識の問題では、人は神の霊の事柄を知らないだけでなく、知ることもできません。愛する人よ、あなたや私の内には、十字架が経験とならないかぎり、神の事柄について知るための力や能力は全くありません。もちろん、これから霊的知識の性質に関する問いが生じます。ああ、もちろん、聖書と聖書の全容を知ることはできます。聖書の真理や教理や解釈の全範囲に精通し、そうしてそのすべてを知ることはできます。しかし、これに専念する長い生活を送って、それを使い尽くしたとしても、依然として霊的知識の最初のかすかな光明すら持っていないかもしれないのです。こう述べるのはとんでもないことですが、これは事実です。そうでなければ、神の御言葉は真実ではないことになります。「さて、天然の人は神の霊の事柄を受け入れません（中略）それを知ることができません」（一コリント二・十四）。こう御言葉は述べています。霊的知識に関するかぎり、人は生来、全く無能です。知識の問題に言えることは、関連する他のすべての問題にも言えます。知ることができない以上、確かに人は神の事柄を行うことはできません。人は神の働きをすることができません。そうです、あらゆる面で、あらゆる方面で、人は無能です。ですから、どの方面であれ、真に生きている霊的知識の断片をごくわずかでも得るには奇跡が必要なのです。


奇跡とは何でしょう？奇跡とは自然の通常の営みを超越したものです。奇跡は超自然的なものであり、真に霊的な知識の最初の光明のためには奇跡が必要です。だからこそ、ペテロが「あなたはキリスト、生ける神の子です」と言った時、主は思わず感嘆されたのです。これは、ご存じのように、「人々は人の子について何と言っているか？」という主の問いへの返答でした。人々は推測し、自分の意見、判断、合理的結論、観察結果を述べていました。主は言われました、「シモン、あなたはさいわいである。この啓示を伝えたのは肉や血ではなく、天におられるわたしの父である」。


さて、愛する人よ、私たちの知識の性質というこの問題に取り組むことは、私たちにとってとても重要です。あなたにお尋ねします、あなたは主の事柄に関する知識をどのように知ったのでしょう？どのように知ったのでしょう？そう信じるよう育てられたからでしょうか、子供の頃そう教わったからでしょうか？集会に行くことにより、自分の聖書を読むことにより、キリスト教の一般的な指導・情報・伝授・教育によって、それを受けたのでしょうか？どのように知ったのでしょう？もし、ある一点について尋ねられたら、あなたは自分の信仰や知識をどう説明するでしょう？この問いに取り組むことは、取るに足りないことではありません。なぜなら、頭の中が様々なことでいっぱいで、自分の知識を役立てていない人が大勢いるからです。彼らの知識には何の意味もありません。あらゆる知識、すべての情報を得たとしても、生来あなたは無能であり「無力」であるという事実は残ることがわかります。そうです、霊的知識の最初の光明は啓示によって臨みます。そして、啓示によって臨むものだけが生きており、力があり、実を結び、効果があります。これは真実です。ああ、私はあなたに訴えたいと思います、教えを受ける際は気をつけてください。すべてを問いただすよう心がけよと、あなたに求めるつもりはありません。ましてや、すべてを疑ってかかれ、すべて自分の頭で考えよ、と求めるつもりもありません。しかし、私はあなたに、主の御前にすべてを持ち出して、こう言うように訴えたいと思います。「主よ、これは真実かもしれません。私の見るかぎり、これは真実です。私にはこれは真実であると信じる用意があります。しかし、それは聖霊の生かす力によって私の心に臨まなければなりません。そして、私の中で生けるものとならなければなりません。それは啓示されたものでなければなりません。たんなる話や教えであってはなりませんし、たんに他の人々が宣べ伝えたり信じたりしているものであってもなりません。それは私自身の個人的な啓示にならなければならないのです」。ああ、もしすべての人がこの基礎に基づいてすべてを得ていたなら、なんという違いが生じていたことでしょう！


さて、いま述べたいのは、主イエスの十字架に見られるこの被造物のゼロ点は、私たちには生来何の能力もないことを告げている、ということです。これを認識するのが早ければ早いほどいいのです。実際のところ、愛する人よ、神の事柄の領域では、私たちはみな愚か者であり、全くの愚か者なのです。主と共に十分長く進み続けるとき、私たちはそれがわかるようになり、神の事柄に関する自分のたわ言を忌み嫌うようになります。さて、私たちは自分のこうした天然の能力――それらがとても小さなものであれ、何らかの結果が得られそうなものであれ――を発揮して利用することもできますし、神聖な事柄や神の御言葉に関する自分自身の学び・調査・研究の結果を発表して、大量に蓄積することもできます。しかし、あなたに申し上げたいのですが、私たちの頭脳はこの問題では価値がないのです。頭脳はたんなる媒体・経路であって、決して発見の手段ではありません。これを覚えておいてください！人の最高の頭脳ですら、神聖なものを発見する道具・手段には決してなりません。なりえません。頭脳の用途は、啓示が通る経路にすぎません。それは人間である私たちの知性のためのものであり、他の人々に知的に示すためのものです。頭脳は決して啓示の座ではありません。頭脳は霊的知識の座ではありません。ですから、自分の持っているちっぽけな頭脳を、それが爆発するまで用いたとしても、どうにもならないのです。


十字架の試金石


十字架は、あらゆることで、新しい開始です。十字架は終わりであり、旧創造はその最良の状態にあったとしても神の霊の事柄では成功できないことを告げるだけでなく、新しい始まりがここにある！とも告げます。十字架が試すことがわかります。十字架はあらゆる権威を試します。あらゆる経験を試します。あらゆる権威と経験の試金石は、十字架が決定的に内面的なものになっているかどうかです。何かが権威をもって与えられる時、つまり権威があると主張する人から与えられる時、私はその権威の根拠を知りたいと思います。何の権威によってあなたは話しているのでしょう？だれかが私に自分の経験について話しても、それだけでは私には不十分です。ああ、人々の経験に釣られてはいけません。最も危険なのは、他の人々の経験を受け入れて、自分も同じ経験をしたいと言うことです。大勢の人々が他人の経験に振り回されてきました。他人の経験を求めて一生ひたすら祈ってきた人々を、私は知っています。さて、ある経験について語られ、示されても、それだけでは不十分です。私たちはその経験の根拠が何かを知りたいのです。その権威を試すのと同じように、その経験を試したいのです。あらゆる権威や経験の試金石は次のことにあります。すなわち、このことやあのことで、十字架が明確な決定的経験となり、生ける力となっているのか、ということです。


自分自身の魂の命から生じた経験、途方もない経験、神聖な事柄の真っ赤な偽物の経験をするおそれがあります。私たちは恐れ驚きます。その恐ろしさを私は特に強調します。自分自身のことを知れば知るほど、自分が恐ろしい存在であることがますますわかるようになります。こう言っても過言ではありません。私たちは恐ろしい存在です。それは、この人間の魂の能力や、心霊的性質を帯びた能力は、私たちを経験・現象・実践・影響・達成の領域へと連れ出す、という意味においてです――ああ、それは恐るべきことです。いわゆる――裁いたり批判したりするつもりはありませんが――「ペンテコステ的経験」をすることもできます。私は知りたいのです、それがあの強固な心霊的命の中に深く植え付けられた十字架の働きから生じているのかどうかを。もしそうでないなら、私はその経験を拒みます。


唯一安全な経験の根拠は、あなたが自分自身の魂に対して十字架につけられていること、十字架があなたの心霊的能力全体の中心に植え付けられていることです。ローマ六章はローマ八章に不可欠です。経験と権威は同じ手段、同じ方法で試されなければなりません。あなたは権威をもって話し、宣言し、断言します。今、私は知りたいと願います、それはあなたの強固な確信から発しているのか、それとも、あなたが十字架につけられている結果生じた経験から発しているのかを。断言する力、知っているという主張は試されなければなりません。私は、権威の背後にあるもの、経験の背後にあるものを見て、こう尋ねたいのです、「私が相手にしているのは真に十字架につけられている男女でしょうか？この男性、この女性は十字架を真に知っていて、天然の命、魂の命――心の強さ、意志の強さ、感情の強さ――に対抗しているでしょうか？」と。十字架がすべてを試します。これは消極面であることは承知しています。しかし、十字架において私たちはこの領域から切り離されたことを、はっきりと認識することが重要なのです。


さて、主観的な面は、生来の私たちに関するかぎり、神はご自身のゼロ点に遡って働かれることを意味します。客観的な面は、私たちがそれを明確に受け入れたということです。客観的に私たちは言います、「キリストは私の唯一の希望です！キリストは私の唯一の義です！キリスト、キリストだけが私の救いです！自分自身には何もありません！」と。客観的に私たちは、キリストはその十字架によって私たちのために神にとってどのような方なのか、というこの根拠に基づいて受け入れられています。しかしその後、聖霊はこの根拠に基づいて私たちに対する取り扱いを開始されます。そして、十字架における神のゼロ点へと遡って働かれます。聖霊によって真に統治されているすべての信者の経験は次のようなものです。すなわち、彼らが主と共に長く進めば進むほど、遠く進めば進むほど、ますます戻ることになるのです。彼らがある意味において前進するとき、それは別の意味における後退と釣り合いが取れています。つまり、自分が常にゼロに近づいていくこと、自分自身の力の価値がますます減っていくことを、彼らは常に実感するのです。肯定的に述べると、彼らはあらゆることで主にますます拠り頼むようになるのです。しかし、これは私たちを出発点に立ち返らせるにすぎません。聖霊が来臨されたのは、私たちの立場を損なうためでも、私たちを受け入れられなくするためでもありません。経験上、キリストに言えることを私たちにも言えるようにするためです。すでに述べたように、小羊の妻が小羊に同形化されて、しみやしわやそのようなものがなくなるためです。


私たちはほとんど消極面ばかりを見てきました。しかし、これに決着がつかないかぎり、私たちはどうしようもありません。今日の状況を考えると、愕然とするばかりです。これに照らして見るとき、もしこれが真実なら、私たちは外を見て絶望するかもしれません。それにもかかわらず、愛する人よ、遅かれ早かれ、すべての人の人生が試されることになります。遅かれ早かれ、キリスト教圏全体が試されることになります。その試みはまさにこの根拠に基づいて臨むでしょう。疑問が至る所で生じるでしょう。結局のところ、私たちの霊的有効性と実り豊かさはどれくらいあったのでしょう？結局のところ、何がすべての試みに耐えるのでしょう？神の働きと信者の持つ知識の真正性と現実性について、あらゆる方面で疑問が生じるでしょう。教会が大患難に入るにせよ入らないにせよ――これについては論じません――神の案配により、神の民の諸々の土台、神を知る彼らの知識の土台が試される事態が起きなければなりません。こうして、主を知る彼らの知識の性質に関して、その知識は真に個人的・経験的な知識なのか、それとも情報にすぎないのかが、重要な問題になります。彼らが従事してきた働きは、どのようなものだったのでしょう？本当に神がその働きをしておられたのでしょうか、それとも主の御名によってなされた無数の自己増殖的なものだったのでしょうか？それが試されることになります。試されなければなりません。すべての人の働きが試されることになります。そう神の御言葉は宣言しています――「その火が（中略）各人の働きがどんなものであるかを証明します」。


私たちの高い召命に対する積極的姿勢の必要性


さて、もしこれが真実なら、私たちはとても広い範囲にわたって、むしろ恐るべき結果を想定できると思います。私はあなたにこう述べたいと思います。私たちは、これらの事柄に関する、不吉で、邪悪で、中途半端な選択肢を、すべて排除しなければなりません。積極的な立場を取らなければなりません。主イエスは常に弟子たちを積極的立場に導こうとされました。「だれでもわたしを愛する人は、わたしの戒めを守ります」――「だれでもわたしを愛する人は……」。こう述べることにより、彼は次のことを別の言葉で言われたにすぎません。「わたしを真に愛していない人は、第二の道を探し回るでしょう。わたしを真に愛していない人は、『それは本当に必要なのでしょうか？』と言うでしょう。わたしを真に愛している人は、『それは必要なのでしょうか？』とは言わず、『主はそう言われたのでしょうか？それが主の御心なのでしょうか？それがご自身の願いであることを主は示唆されたのでしょうか？』と言うでしょう」。愛する人は常に積極的な道を取ることがわかります。「そうしなければならないのでしょうか？それは必要なのでしょうか？それなしで切り抜けられないのでしょうか？」とは言わないのです。


さて、これが試金石です。そして、私たちにとって重要なのはこの点です。「まあ、それを受け入れない善良なクリスチャンがかなり大勢います。彼らは主を知っており、祝福されており、用いられています」云々と言う人々のようであってはなりません。そのような立場を取ってはなりません。愛する人よ、それでは不十分です。イスラエルの二部族半がヨルダン川を渡るのを拒絶して、「私たちをこのヨルダン川の向こうに連れて行かないでください」と言いました。全イスラエルがヨルダン川を渡らなければならない、という主の御心が完全に明らかにされていたにもかかわらずです。彼らは祝福を受け、ヨルダン川のもう一方の側に牧草地を得ました。確かに、彼らはかなり良好な地位を得ました。誤解しないでください。啓示された神の御旨に従わないなら神は厳しくなられる、とは思わないでください。神はそのような方ではありません。いいえ、神はあなたに良い時を与えてくださいます。しかし、この二部族半は最後に敗北しました。彼らは最初に捕囚になりました。神の全きみこころから外れました。これは由々しきことです。私たちは積極的な立場を取らなければなりません。「だれでもわたしを愛する人は……」。これが神の全き御旨であるなら、主ご自身への愛により、それ以下のものを私は受け入れることができません。私はその道を進み通します。愛する方に対する私の姿勢は、「自分にはどれくらいのことができるのか？この方が表明された御旨に自分はどれくらい従えるのか？」というものです。これが愛の反応であり、積極的な立場です。私はあなたに言います、お望みなら、あなたはこれ以下のものを得つつ、なおも祝福を受けることができます。しかし、重要なのは究極的に最上位を占めるものではないでしょうか？


  



  第七章 十字架の主観的働き


朗読： 黙示録五・一～十四、七・九～十七。


消極的な面


私たちは、霊的生活、霊的成長、霊的進歩の問題に関心を持っています。私たちは深く心を痛めています。長い年月を経てもなお、神の多くの子供たちは狭量さ、制限、弱さを抱えているからです。私たちは悩んでいます。回心者たちは前進せず、信者たちは成長していないからです。また、責任を負うことができ、常に「見守り」続けてもらう必要のない人がほとんどいないからです。なぜ私たちは、自分の人生の多くについて、「大いに満ち足りているけれども、それでも空しい」と評さざるをえないのでしょう？主は私たちにその理由と、その問題に対する解決策は十字架にあることを示してくださっています。


霊的成長が止まっていたり、遅れたりしている場合、通常、そこに天然の命の何らかの力を辿ることができます。それは常に強さとして表れるわけではないことに注意してください。弱さとして表れることもあります。強さを帯びているのは、活発な人だけではありません。時には、私たちの強さは受動的なところや、危険を冒そうとしないところにあります。私たちはそれを、もちろん、とても謙遜である、柔和である、従順である、と呼んでいます。ああ、しかし、時としてそれは、主がハンマーで打たなければならないものなのです。それは受動的な面です。他方、もっと積極的で活発なタイプの人もいます。しかし、通常、主に明け渡したり手放したりしない天然の力に類するものがどこかに見つかります。主は私たちの在り方に応じて私たちを対処しなければなりません。積極的になって、責任を負い、事をなす気で満々な人々に対して、主は、彼らの魂が誇るものをすべて取り去るという一つの線に沿って彼らを対処しなければなりません。他方において、主は実行するよう要求しなければなりませんし、責任を受け入れるよう要求しなければなりません。主は、ご覧になるところにしたがって、私たちを取り扱われます。しかし、この問題に対する鍵は、私たちが――生来どのようなものであれ――真に十字架に服するかどうかです。なぜなら、人々の間に様々な気質があるように、十字架にも多くの面があるからです。


十字架は各自の性質に応じて適用されます。私にとっての十字架はあなたにとっては十字架ではないでしょうし、十字架は私たち一人一人にとって異なる意味を持つかもしれません。しかし、十字架は普遍的なものです。中心的であり、普遍的です――これが要点です。十字架は私たち全員に、おそらく異なる形で触れます。また、私たち一人一人に特有の問いや問題を提起します。これが十字架が私たちに突きつける課題です。これは、私たちがありのままの姿で十字架のもとに来て、十字架に対処してもらうかどうかの問題です。「この人はどうなのですか？」と言っても仕方ありません。主は直ちに、「それがあなたと何の関係があるのですか？あなたはわたしに従ってきなさい」とお答えになるでしょう。十字架は私たち各々に対して、個人的に、個々に、言わば密かに、適用されます。私たちの霊的成長は、十字架が私たちの内に働いて、私たちがそれに個人的に応答することに、全くかかっています。


この他にも、取り上げようと思っても取り上げられない事がたくさんあります。例えば、私たちはそれぞれの人生に対する神の御旨を知りません。神の御旨は一人一人に異なる形で触れます。神の主権的選びがあり、私たち一人一人のための場所と、私たち一人一人のための働きがあります。それは関連していて、全体の一部である一方で、それでも、神の都というあの偉大な宝石の一つの面です。神は私たちを取り扱って特別な形でご自身に応答させなければなりません。それには他のだれかのための余地はありません。私たちは、自分に対する神の特別な御旨のゆえに、十字架により、主と特別な関係にあります。


ですから、これをある種の一般的なこととして捉えてはなりません。これを認識する必要が大いにあることがわかります。それは私たち一人一人にとって特別なものにならなければなりません。ああ、愛する人よ、これはたんなる教えや教理ではないことをどうか信じてください。これはとても重要なことです。しかし、あなたにお願いします、私が言っているから、強調しているからというだけで、また、「私たちの何人かに関するかぎり、これは実証済みです」と私が言っているからというだけで、これを受け入れないでください。私はあなたに一つだけお願いしたいと思います。それに対して心を閉ざさず、「それはただの教えにすぎない！」と言わず、ただ主に「これは正しいのでしょうか？」と尋ねてください。それは正しくないとたとえ感じたとしても、主の御前で単純で正直な姿勢を取ってください。そうして、その偏見が結局は自分自身に、自分の性質や生い立ちに由来している可能性を考慮する余地を残しておいてください。このような姿勢で主のもとに行き、こう述べてください、「主よ、私にはわかりません。これを信じるのは私には困難です。しかし、もしこれが真実なら、主よ、私はこの真理に対して開きますし、あなたの御手でこの真理の立場に私を確実に導いていただきたいのです」。私たちの中には、後で主の御前に立つとき、「わが子よ、もしあなたがわたしに機会を与えてさえいれば、わたしはあなたをもっと大いなる豊かさの中に導いていただろうに」と主から言われたい人は、きっと一人もいないでしょう。あなたはこの問題で、主に対して大いに正直で率直な姿勢を取るでしょうか？


これは消極的な面です。もちろん、その内容は無数にあります。しかし、これは万事につけ次のことを意味します。すなわち、あなたと私に偏見や先入観はないということ、どんな点についても最終的立場に至っていないということです。それは、ある事柄について、私たちは依然として自分の立場をすっかり変えなければならないかもしれないことを意味します。確信しきっている事柄でも、依然として放棄しなければなりません。私たちは自分に対する神の主権的取り扱いを認識しなければなりません。私たちの中には、人生のある時期に、あることが神のみこころであり、神が命じておられるみこころであると、全身全霊で信じていた人もいます。私たちはその後、どん底の経験、きわめて価値あるものとなった経験によって、「それは神の許容的みこころにすぎず、神はそのようなものを決して御旨とは思っておられなかったのです」と言わねばならなくなりました。それは何か別のものへの一歩にすぎませんでした。それは私たちにとって途方もないものと関係していました。私たちはそれに人生を賭けようとしました。しかし、それに対する姿勢をすっかり変えて、それを神の二次的なみこころの地位に置かねばなりませんでした。そして、神は私たちを見いだした所で私たちを取り扱い、一歩一歩導き、各段階で調整と変化を要求しておられたのであることを、私たちは理解しました。ああ、神の御旨はずっと同じままだったのですが、私たちに対する方法を変えざるをえなかったのです。神は、主権をもって、そうした不完全な段階や歩みを用いて、私たちに多くのことを教えてくださったのです。今日、私たちは、そのような変化のおかげで自分の立場は今や大いに強化されている、と言うべきだと思います。ああ、愛する人よ、私たちは十字架を開かれた道のままに保ち、新しい事がなおも起こりうるようにしなければなりません。神が私たちの中で革命的なことをもはや行えなくなってしまうほど、自分の立場に固執してはなりません。十字架は、神が行うことを望まれるあらゆる事の基礎です。主が新しいことを行おうとされる時、十字架は何らかの新たな妨げを対処することになります。さて、これは消極的な面についてです。


神の御心における十字架の目的をあなたが見る時、この積極的な面が生じます。なぜ十字架なのか、とあなたは尋ねるかもしれません。消極面で、十字架はこの無能な人を道から除きます。なぜなら、人は大いに損なわれていて無能である一方で、それでも大いに活動的・精力的で、とても活発な存在だからです。もし、人が何もできないほど不具だったなら、話は簡単だったでしょう。しかし、そうではありません。人はきわめて活動的・精力的な不具者であり、あらゆるもの、あらゆる人に迷惑をかけています。しかし、人は神の積極的御旨のために道からどかなければなりません。


（ｂ）積極的な面


神の十字架の積極的な面とは何でしょう？それは、十字架が、神聖な事柄のための適性・能力・才能をすべて備えた有能な人のために、場所を設けることです。まさにこのとき、聖霊の意義と真価がすべて現れます。十字架が現実とならないかぎり、私たちは決して聖霊を知ることはできません。型においてであれ、本体においてであれ、ほふられないかぎり、油塗りには至れません。ですから、パウロはコリント人たちに、「キリストは私たちのために呪いとされました」と、このような強い言葉を述べています。「キリストは、私たちのために呪いとなって、私たちを律法の呪いから贖い出してくださいました。なぜなら、『木にかけられる者はすべて呪われる』と書かれているからです。それは、アブラハムの祝福が、キリスト・イエスの中で異邦人に及ぶためであり、私たちが信仰を通して、約束された御霊を受けるためなのです」（ガラテヤ三・十三～十四）。キリストが私たちのために呪いとされたのは、私たちが約束された御霊を受けるためでした。これは、新約聖書における、御霊を受けるすべての事例で証明されています。


十字架と御霊


一つの例として使徒行伝十九・一～五を取り上げましょう。パウロは、ある地域を通過してエペソに来ましたが、そこである弟子たちを見つけて、「あなたたちは信じた時に聖霊を受けましたか？」と彼らに尋ねました。ある異常のゆえに、異常な又は正常でない事態のゆえに、奇妙な事態のゆえに、彼は明らかに困惑していました。ここに、自分はクリスチャンであり主イエスの弟子であると自称している人々がいました。しかし、彼らが御霊を受けた印が見当たらなかったのです。彼は考えました、「これは奇妙です。もしこの人々が、真の純粋な本当の意味でクリスチャンなら、聖霊を持っていないはずがありません。聖霊を受けたにちがありません。しかし、ここにクリスチャンとして共に集っている小さな群れの人々がいますが、彼らが御霊を受けた印はありません」。困惑して彼は、「あなたたちは信じた時、聖霊を受けましたか？」と尋ねました。彼らの返答はご存じでしょう。「聖霊が与えられるなんて、聞いてもいません」。そこで、彼は核心に迫って、「それではあなたたちは、何の中へとバプテスマされたのですか？」と言いました。それと何の関係があるのでしょう？と彼らは答えたかもしれません。御霊を受けることとバプテスマされることとの間にどんな関係があるのでしょう？バプテスマは、キリストにあって私たちは死に、葬られ、復活したことの証しであり、そうである以上、御霊を受ける根拠でもあるのです。パウロはこの状況をはっきりと指摘しました。彼の問いに答えて、彼らは、「ヨハネのバプテスマの中へバプテスマされました」と言いました。ああ！そうだったとは。彼は彼らに、ヨハネのバプテスマとキリストの中にバプテスマされることとの違いを説明しました。そこで、彼らは主イエスの御名の中にバプテスマされました。そして、パウロが両手を彼らの上に置くと、彼らは聖霊を受けたのです。十字架と御霊――この二つは常に同行します。


十字架の消極的な面は、御霊を決して受けられないあの呪われた旧創造を取り除きます。これを覚えておいてください！呪いの下にあるものは決して神の霊を受けられません。それを道から取り除かなければなりません。あなたは呪われたものをどうするつもりでしょう？死に渡して葬りなさい。その時、呪いのないものが現れて、御霊がその上に臨まれます。


新創造の性質――聖霊と新生した人の霊との結合


十字架の積極的な面は、再生されたもの、すなわち信者の新生した霊の中に聖霊が入って来られることです。神の霊の人の霊との結合によって、これまで被造物の中にはなかったような新しいタイプの存在が生じます。ああ、確かに、旧約聖書でも、聖霊が人の上に臨んで内側で働かれましたが、神の霊の人の霊との結合はそれまで一度もありませんでした。これこそアダムが得そこなったものであり、アダムにある種族が呪いのために失って、一度も回復できなかったものです。キリスト・イエスの中に新創造があります。そして、新創造とは、聖霊が人の新生した霊と結合されることです。


今、あなたは聖霊を命の御霊として、人の霊の中に、またその上に、持っています。この命の御霊は、私たちの内なる人が神に対して生きていることを意味します。私たちは、物事に対して生きていることがどういうことか、神に対して生きていることがどういうことか知っています。それは実に活発なものであり、意識の中に生きており、あらゆる点で神に対して生きています。このような神に対する活発さは、きわめて新鮮なものです。ああ、それはさいわいなことです！これがとても初歩的であることは承知しています。しかし、神に対して生きていること、自分が神に対して生きていることを知るのは、とてもさいわいなことです。これは、神との伝統的関係、神との教理的関係、神に対する組織的関係とは全く違うことがわかります。神に対して生きていることは、私たちの個人的な、内なる、さいわいな財産です。まあ、それについては説明するまでもないでしょう。命の御霊により、内側で神に対して生きることがどういうことか、あなたたちが実際に知るよう私は望みます。


聖霊は新しい機能を与えてくださる


しかし、この命、この命の御霊は、聖霊によって私たちの霊の中に新しい霊的能力、新しい霊的機能が与えられたことを意味します。天然の状態では能力がなくて無理でしたが、今では神の霊の事柄を知ることができます。神の霊の事柄を受けることができます。閉ざされていた領域の中を、聡く賢明に進むことができます。この違いは実に巨大です。しかしこれは――言わば――かなり微妙な違いです。説明しましょう。一頃、私たちは自分の聖書を大いに学びました。私たちはローマ書を読みました。ローマ六章を、その章立てや言葉遣いに関するかぎり、私たち以上に知っている人は、世界中どこにもいませんでした。また、私たちはエペソ書も読んで、それを知っていました。ローマ六章について、またエペソ書について、私たちは説教して、きわめて見事な解釈を与えることができましたし、きわめて素晴らしい聖書分析を黒板上に示すこともできました。教会は組織（organization）ではなく有機体（organism）である、と述べることができました。そのような表現を使いこなせました。さらに、ローマ六章について私たちは、バプテスマされた時に自分はキリストと共に葬られたという事実を誠実に証ししていました。そして、愛する人よ、その日がやって来ました。その日、私たちは真に自分の過越に、自分の種なしパンの祭りに直面し、十字架によってこの天然の命を打たれたのです。私たちは神の御手の下で、十字架を実際に経験し、十字架の転機を迎えました。罪人としてだけでなく、クリスチャン・説教者、奉仕者・働き人、組織人としても、これを通ったのです。何かが起きました。絶望的な恐るべきことが起きました。それはまさに死でした。しかしそれに続いて、私たちは主を新たに知るようになりました。御霊の新たな御業と、御霊の解放を経験するようになりました。油塗りの下に、開かれた天の下にある生活へと至りました。そして、私たちだけでなくだれもが、ローマ六章は――いま振り返ってそれについて述べると――たんなる教えとは別の何かであることを認識しました。その「別の」何かが何だったのかは、定義するのが困難でした。エペソ書も一変しました。その変化が何なのかも、述べるのはとても困難でした。それは言葉や、文字や、教理の問題ではないことは確かでした。しかし、そこには意味があり、力がありました。何かが起きたのです。以前は、ローマ六章を説きながら、それに矛盾することを行うことができました。同じように、エペソ書を説いて、天的教会は有機体であると述べることもできましたが、地的事柄の中にあって、制限され、束縛されていました。何かが起きて、私たちは復活の中にあるようになっただけでなく、死装束もなくなったのです。


これを述べたのは、要点に至るためにほかなりません。違いがあるのです。それを定義するのは困難かもしれませんが、それは死か生かの違いです。自分の天然の洞察力・解釈力・分析力・表現力を用いて神の御言葉を取り上げるか、それとも、聖霊が私たちの心の中に啓示してくださるかの違いです。後者は私たちを高く上げて新しい立場につかせ、私たちに開かれた天を与えます。それは途方もない違いであり、十字架がその基礎です。聖霊は新しい機能、新しい能力を与えてくださいます。それらは異なっており、全く異なっています。以前、私たちは自分の頭で神の事柄に取り組んでいましたが、今では自分の霊でそれらに取り組んでいます。新しい機能、新しい力、聖霊による霊的な力です。これが十字架の積極的な面です。


ですから私たちは、自分はどこにいるのかというこの問題について自問しなければなりません。もしこれが真実でないなら、もしこれがごくわずかしか真実でないなら、もしますます明るさを増して真昼に至るこの内なる道を私たちが得ていないなら、それはなぜでしょう？その責任を主の門前に置くことはできません。それには何らかの理由があります。そして、そのような問いかけすべてに対する神の答えは十字架です。十字架の目的は、神が私たちに与えたいもののために、その中に私たちを導きたいもののために、土地を清めることです。もし私たちがその中に入っていないなら、その理由は何でしょう？どこかで十字架の働きが妨げられているとしか言えません。十字架がさらに働く必要がどこかにあるのです。


さて、十字架の主観的適用、力としての十字架、道具としての十字架、私たちの経験の中に働くものとしての十字架について、これまで述べてきましたが、私はあなたたちに思い出させなければなりません。これは私たちが受け入れられているかどうかや、私たちの立場や地位とは何の関係もありません。それは、私たちがキリストを受け入れる時、信仰に対して保証されます。これは私たちにおける神の御旨の働きにほかなりません。しかし、それは重要な面です。この二つを切り離すことはできません。この二つを切り離したせいで、キリスト教圏はきわめて嘆かわしい状態に陥りました。その物語の結末はひどく悲劇的なものになるでしょう。多くの人にイスラエルの歴史が繰り返されようとしています。彼らは荒野で死ぬでしょう。つまり、肥沃な地に至ることは決してないでしょう。なぜなら、ヨルダン川を渡らなかったからです。これは彼らが永遠に失われることを意味しません。そうではなく、彼らは神が意図されたものをすべて得そこなったことを意味します。彼らはキリストの満ち満ちた豊かさに達しませんでした。多くの働きが、火によって試される時、燃え尽きるでしょう。キリスト教的告白の多くは無に帰すでしょう。私たちの内に生み出されて私たちを通して生み出された、真に主の霊に属するものだけが、持ちこたえて切り抜けることになります。これは、どれだけ聖霊が地歩を得ておられるのかによって決まります。そして、その地歩は十字架がどれだけ徹底的に働いてその土地を清めたのかによって決まります。


主よ、御言葉を受け入れて、御前に立つ恵みを、私たちに大いに与えてください。それは、主が私たちの中に全き道を得るためです。


  



  第八章 書簡における十字架


朗読： 黙示録五章、七章。


  



この黙想では、新約聖書の様々な文脈における十字架について見ていくことにします。


使徒時代のクリスチャンについて知ることのできるすべての資料、すなわち、新約聖書の数々の手紙を取り上げると、主に三つの点に出くわすように思われます。


使徒時代後期に関して見られる三つの点


（ａ）驚くべき特徴


最初に出くわすのは――これはかなり驚くべきことですが――ほぼ至る所に霊的失敗が見られることです。これは驚くべきことだと言えます。この事実は衝撃的です。何らかの間違いを正すために、何らかの問題を取り扱うために書かれたのではない手紙は、新約聖書の中に一つもありません。使徒時代のクリスチャンたちに関して持っている資料から、私たちはまずこの問題に、多面的かつ包括的な欠点に直面します。こんなことを言うとひどいと思われるかもしれませんが、もう一度考えてみてください。考察を終える前に、これはそうであることがわかるでしょう。これらの手紙が書かれなければならなかったのは、状況が悪化したためでした。教理的に間違っていただけではないことに気をつけてください。疑いなく、諸教会の中には、裁きの対象ではない人々、おそらく無関係な人々もいました。しかし、奇妙なことに、そのような人々がいたとしても、彼らについてはあまり述べられていません。主に記されているのは、かなり一般的な記述です。これらの手紙が書かれたのは、誤りに陥った諸教会の一部の人に宛ててではなく、諸教会に宛ててでした。少数の人々ではなく多数の人々がきっかけで、これらの手紙が書かれました。少数の人々については、これらの手紙の最後にしばしば述べられています。さて、これが第一の点です。この点にまた後ほど戻って来ますが、これはとても衝撃的なことです。


（ｂ）警告の言葉


二番目に出くわすのは、霊的に成長して霊的完成という目標に至ることに関する、警告・戒め・勧めの言葉です。警告の中にはとても恐ろしい警告もあります。それらの警告を見ていくつもりはありません。しかし、荒野で滅んだイスラエルといった警告が、二つの手紙の別の場面で使われていることを、あなたは思い出すでしょう。あの素晴らしい使徒時代のクリスチャンたちが警告を受ける必要があったのです。しかも、荒野で倒れて死体となったあのイスラエル人たちの例によってです。このイスラエル人たちに対して、彼らはエジプトから出て来たにもかかわらず、神は「あなたたちは入ることはできない」と言われました。このような警告が見られます。他にも多くの警告があり、これよりもっと厳しい警告もあります。エサウについてはどうでしょう。彼は一食のゆえに生得権を売り、涙ながらに求めましたが、父親に翻意の余地はありませんでした。これがクリスチャンに対する警告として使われています。至る所で警告・戒め・勧めがなされており、この状況は神の御思い・神の御心・神の御旨ではないという事実を明らかにしています。


（ｃ）治療法であり嘆願の根拠である十字架


次に、三番目に出くわすのは十字架です。十字架が嘆願の根拠として用いられており、聖別と勝利の手段として示されています。毎回、このクリスチャンたちは何らかの形で十字架に連れ戻されます。十字架が彼らの前に持ち出され、嘆願の根拠とされ、状況を変えるための手段として示されます。


これらの手紙は使徒時代の信者たちの状況について知らせてくれますが、これらの資料をざっと読むだけでも、この三つの点がとても際立っていることがわかります。それとは異なる信者たちがいたとしても――疑いなくいたでしょうが――彼らについてはあまり述べられていません。この新約聖書のクリスチャンたちに関して受ける一般的印象は、完全とは程遠い信者という印象です。彼らは、至る所で霊的につまずいていました。依然として罪を犯すおそれがあっただけでなく、実際に罪に巻き込まれていました。というのは、これらの手紙はみな、罪、失敗、正される必要のある事柄を取り扱うために書かれたからです。この問題についてはこの状況を甘受しなければならない、と論じる人はだれもいないでしょう。また、主は別の立場を用意されなかった、と断言する人もだれもいないでしょう。罪に賛成して論じる人はだれもいないでしょう。さらに、私たちは次の事実に直面します。すなわち、これらの手紙は罪を対処するために書かれた一方で、これはご自身の民に対する神の御心ではないことを示すためにも書かれたのです。また、別の状態を生じさせられる方法と手段を示すためにも書かれたのです。ここで十字架が登場します。これらの手紙すべてに目を通すことはしませんが、いくつかの手紙を紹介すれば、私の言わんとしてることがわかるようになるでしょう。


ローマ書――十字架とクリスチャンの立場


聖霊の主権的御手の下で配置された手紙の順序は、霊的な年代順です。まずはローマ書から始まります。その冒頭にこう記されています――


「イエス・キリストの僕、召された使徒、神の福音へと選び分けられたパウロ。この福音は、神が彼の預言者たちを通して、聖書の中であらかじめ約束されたものであって、御子に関するものです。この方は、肉によればダビデの子孫より生まれ、聖別の霊によれば、死人の復活により、力をもって神の御子と宣言された私たちの主イエス・キリストです。この方を通して、私たちは恵みと使徒職を受けました。それは御名のために、すべての諸国民の間で、人を信仰の従順へと至らせるためです。あなたたちも彼らの間にあって、召されてイエス・キリストのものとなっているのです。ローマにいる、神に愛され、召された聖徒たち一同へ。私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたたちにありますように。まず、私はあなたたちすべてのために、イエス・キリストを通して、私の神に感謝します。それは、あなたたちの信仰が、全世界にくまなく宣べ伝えられているからです」（ローマ一・一～八）。


これが序文です。「召された聖徒」「召されてイエス・キリストのものとなっている」。この人々に宛ててこの手紙は書かれています。次に、読み進んで行くと間もなく、この聖徒たち、つまりイエス・キリストに属する者たちの間の問題に出くわします。そして、自分が根本的問題に巻き込まれていることに気づきます。義の大問題が生じるのです。義は根本的な問題です。これは信者たちの間における義の問題であって、義なる実行や、義なる行いの問題ではありません。それよりももっと基本的なこと、つまり義なる性質の問題です。この手紙に導かれて次のことがわかるようになります。主イエスに属するこの人々は、控え目に言っても、この義の問題、根本的義の問題に関して動揺しており、確信していなかったのです。


ローマ書の主題をすべて展開する必要はないでしょうが、この書の主題はクリスチャンの地位と関係しています。これが要点です。最も初歩的なこと、クリスチャンに関するまさに最初の点、他のすべてに優先するものは、神の御前におけるクリスチャンの地位、その立場の問題です。受け入れられているかどうかの問題、拠って立つ立場の問題、神との関係の問題です。この書のクリスチャンたちはこの問題に、この義の問題に直面しています。使徒が言及しているこの問題は、彼らが信じた後に生じたものかもしれませんが、いずれにせよその問題がありました。信者には常にこのような状態に陥るおそれがあることを示す証拠が必要でしょうか？歴史を見ても、現代を見ても、この問題が最終的に解決されたとは到底言えない状態にある信者が依然として見つかるのではないでしょうか？依然として弱さ、不安定さ、挫折、恥、不毛さ、責任を負う能力の欠如があるのではないでしょうか？なぜなら、この問題にまだ決着がついていないからです。愛する人よ、私たちの周りの至る所にこの問題が見られます。しかし、確かに、クリスチャンがそのような状態にあるのは、大問題ではないでしょうか？もちろん、大問題です。しかし、それでもそれは存在します。神の子供ですら、不信仰の根が引き抜かれていないのです。たとえあなたが神の子供であり、召されてイエス・キリストのもの、召された聖徒となっており、再生されていたとしても、依然として不信仰の根があなたの中にあるおそれがあるのです。その不信仰の根はいつでも、たとえ死の間際だったとしても、あなたから救いの確信を奪いかねません。こうして、神への献身の生涯を送った多くの人々が、この問題に関して確信のないまま亡くなったのです。この問題は存在しています。私たちは自分が見たことをありのまま受け取らなければなりません。そして、私たちが見ているのはこのとおりです。


さて、私たちの見るところ状況はこのとおりだから、神はそれを容認される、と言うつもりはありません。神はこの状況を取り扱うためのある手段を用意されました。しかし、もしあなたや私が神の手段を用いなければ、私たちがどれほど真に主のものだったとしても、私たちはこのひどくぐらついた人生を送ることになるでしょう。決して真っすぐ進めないでしょうし、いつまでたっても決して堅固で頼りになる人にはなれないでしょう。ですから使徒は、彼らのことをキリストにある者、召されてイエス・キリストのものとなった者、召された聖徒と述べる一方で、彼ら自身はどのような者なのかに関して、これらのことを彼らについて述べなければなりませんでした。この二つは異なるのです。


パウロはこの問題にどう対処したのでしょう？彼はカルバリに至るまでこの義の問題全体を着々と進めていきます。六章に来ると、彼は次のような高嶺に至ります。すなわち、クリスチャンはユダヤ人や異教徒と全く同じ所に行かなければならない、ということです。どこへでしょう？十字架です！彼は世界中を、異教徒の世界とユダヤ人の宗教的世界の両方を調べましたが、内在的な義は見つかりませんでした。そして、彼は私たちが前にしているこの問題に直面して、「私たちはクリスチャンである自分自身の内にも内在的な義を見つけられませんでした」と言いました。自分自身に関するかぎり、私たちクリスチャンは、内在的な義の問題に関して、異教徒やユダヤ人と何ら変わりはありません。私たち全員が十字架に行かなければなりません。クリスチャンとしても、信者としても、自分自身は道から排除されていることを認めなければなりません。ローマ六章は信者のためのものです。これを忘れないでください。それは信者以外のすべての人のためであるのと同じように、信者のためのものでもあります。使徒は、ユダヤ人や異邦人をカルバリに連れて行くのと同じように、このクリスチャンたちもカルバリに連れて行きます。彼は全員をそこに連れて行って言います、「さあ、私たちは皆、自分自身の内に内在的な義はないことを認識しなければなりません。ローマにいるあなたたち信者が自分自身の内に内在的な義を見つけようとしても、異教徒と同じく決して見つかりません。ですから、あなたたちは自分自身を放棄しなければなりません。死ななければなりません。主イエスの十字架で死ななければなりません」。ローマ六章がどう始まるのかはご存じでしょう。「それでは、私たちは何と言いましょうか？恵みが満ちあふれるために、私たちは罪の中にとどまっているべきでしょうか？絶対に違います！罪に対して死んだ私たちが、どうして、なおもその中に生きていることができるでしょうか？」。


「死んだ私たち」！私たちはいつ死んだのでしょう？あなたはいつ死んだのでしょう？自分自身の中では決して死ねず、キリストの中でのみ死ねる、という感覚があります。あの時、あなたは死んだのです。キリストの死はあなたの死なのです。


さて、ここできわめて馴染み深い御言葉が思い出されます。というのは、十字架がここで導入されているのは、いま私たちを確立するためだからです。私たちが神の子供になるためではなく、神の子供として十字架によって確立されるためなのです。十字架によってでなければ決して神の子供になれないことは承知していますが、それはここでの論点ではありません。このローマ人への手紙は、未信者に宛てて彼らを救うために送られたのではありません。クリスチャンたちを確立するために送られたのです。十字架は彼らを確立する手段であり、私たちの地位、神の御前における私たちの地位、神の御前における私たちの立場、神が私たちを受け入れる条件と関係しています。これはみな、私たちのものではない義に基づきます。私たちは、自分の中に何らかの義があるという考えを否んで、この義の中に一度かぎり永遠に入ります。「私の中には、すなわち私の肉の中には、何の良いものも住んでいません」と、救われた人である使徒は宣言しました。自分自身の中に何か良いものを探すのは、カルバリに反することであり、私たちの立場の根幹を揺るがすものです。私たちの立場は彼の義のみに基づきます。この義は神に属するものであり、イエス・キリストを信じる信仰によります。


さて、重要なのは、ここで私たちは罪の問題に直面しているということです。このローマの信者たちに関するかぎり、罪の問題とは何でしょう？彼らが関わっていた罪の問題とは、依然として義をキリストの外に、自分自身の中に、働きによって求めていることでした。これが罪の問題です。それは彼らを誤った立場に導きました。カルバリを無効化しました。私たちがカルバリの意義――カルバリは別の方の義であり、この代表者たる方の中で私たちも死んだことに基づいて与えられるものであること――を真に認識する時、私たちにとって罪の問題はなくなります。罪の問題は、カルバリの意義に対する私たちの姿勢の問題です。私たちの責任は、自分の状態に対してではなく、神が私たちの罪のための宥めとされた方に対する自分の姿勢に対してです。これが罪の問題です。最終的に、裁きはすべてこの点に帰着します。神はいかなる人も、その人の罪に基づいて裁いたりはされません。罪を担ってくださる方に対する姿勢に基づいて、すべての人を裁かれます。問われるのは、神の小羊とあなたとの関係はどうか？ということです。これがすべての基礎です。神の小羊を自分の身代わりまた代表として信じる信仰が、罪の問題をすべて対処します。


信者に何が可能なのかがわかります。また信者は、クリスチャン生活のまさに土台について、この問題――義はもともと自分の中には決して見つからないこと――に完全かつ最終的に決着をつけなければならないことがわかります。義は、信者の内におられるキリストの中にのみ見いだされます。聖霊は常に大いに注意して、最後に至るまで、私たちと私たちの内におられるキリストとを区別されます。罪と聖さと聖別について多くのことを述べているヨハネは、非常に注意深く、「神は私たちに永遠の命を与えてくださいました。そして、この命は御子の中にあります」（一ヨハネ五・十一）と述べています。私たちがいかなる者なのかと、キリストがいかなる方なのかとを、常に区別しています。神はほむべきかな、私たちは自分の内にキリストを持っているので、罪のない完全な方が私たちの内に住んでおられます。しかし、私たちはこの御方ではありません。私たちがキリストの中にとどまっている時だけ、私たちは罪を犯しません。しかし、あなたも私も、キリストの中にとどまることに失敗するおそれが常にあります。つまり、私の理解が正しければ、私たちは自分自身の中に落ち込むおそれがあるのです。


一コリント――十字架とクリスチャンの歩み


コリント人への第一の手紙に移って、別の文脈における十字架を見ることにします。しかし、もう一度序文に注目してください。


「神のみこころを通して召されたキリスト・イエスの使徒パウロ（中略）コリントに在る神の教会へ、すなわち、キリスト・イエスの中で聖別され、召された聖徒たち、それと共に、私たちの主イエス・キリストの御名を至る所で呼び求めているすべての人へ。彼は彼らのもの、また私たちのものです。私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたたちにありますように。私は、キリスト・イエスの中であなたたちに与えられた神の恵みのゆえに、あなたたちについて、いつも私の神に感謝しています。それは、あなたたちがあらゆることで、すなわち、すべての言とすべての知識において、キリストの中で豊かにされており、キリストの証しが、あなたたちの中で確かに堅くされているからです。こうして、あなたたちはどんな賜物にも欠けることがなく、私たちの主イエス・キリストの出現を待ち望んでいます」（一コリント一・一～七）。


素晴らしい人々です！今、私たちは確かに聖徒を目の当たりにしています。この先を読まねばならないのは、なんと残念なことでしょう。あまり読み進まぬうちに、恐ろしく肉的な光景に出くわします。肉が、赤面するような様々な形で現れます。状況のこの側面を熟考したいとは思いません。しかし、召された聖徒であり、あらゆることで豊かにされており、どんな霊の賜物にも欠けることのない人々の中で、このような状況に出くわす、という事実について考慮する必要があります。この状況をどう対処すればいいのでしょう？何がここの問題なのでしょう？


私たちは前進したのです。これはローマ書よりも霊的に進んでいるのです。私が言わんとしているのは、状況がよくなったということではなく、局面がさらに進んだということです。ローマ書では、地位、立場が問題です。コリント書では、歩み、行動、霊的ふるまいが問題であり、それらはみな間違っていました。間違っていたというのは弱い言葉です。なんと悲劇的であり、恐ろしいことであり、そんなことがありうると知っていなければ、なんと信じがたいことでしょう、この手紙の中に出てくる事柄をクリスチャンにあてはまることとして読まねばならないとは。しかし、文面どおりに受け取らなければなりません。しかも、これはコリント教会だけの問題ではないのです。それ以来、他の多くの場所でも起きてきたことなのです。この問題が確かに存在します。こんなことをする人々は再生されていない、御子を信じる信仰によって神に受け入れられていない、と言ってはなりません。そう言ってはなりません。コリント人への第一の手紙は特にクリスチャンに宛てて書かれたものではない、と言う権威が誰にあるでしょう？そうです、いま私たちは信者の歩みという問題に直面しているのです。


この問題はどのような方法で対処されるのでしょう。そう、まさに同じ手段によってです。十字架が導入されます。この手紙の基礎となる大きな基調は、「イエス・キリスト、十字架につけられた方」です。十字架につけられたキリスト、これがこの状況を対処するための基調であり、基礎であり、手段です。これは常に同じです。信者たちは依然としてこうしたことをしでかす可能性があります。しかし、真に十字架を理解するとき、たとえこうしたことをしでかす可能性が残っていたとしても、もはやそうする必要はなくなります。自分自身の中では何でもしでかす可能性があります――そうです。しかし、十字架が真に理解されているなら、そうした可能性に従うことはありません。十字架は私たちの地位を確立する手段であるだけでなく、私たちの歩みを正し、支配する手段でもあります。あなたと私が、主イエスが死なれた時、自分も死んだという事実――これは、私たちはいわゆる罪に対してだけでなく、自己に対しても死んだことを意味します――を真に理解するとき、そのようなものは終わります。私たちは自己に対して死にました。もし自己に対して死んだなら、誰が自分の権利を認めさせるために、クリスチャンの兄弟に対して法に訴えようとするでしょうか？もし自己に対して死んでいるなら、誰がクリスチャンの兄弟に対抗して打ち勝とうとするでしょうか？もし自己に対して死んでいるなら、誰が他の仲間のクリスチャンを辱めたり批判したりするでしょうか？もし自己に対して死んでいるなら、誰がふさわしくない態度で主の食卓に着くでしょうか？パウロは十字架のこの面を行動や人間関係に適用しています。ああ、確かに、あなたは依然としてこうしたことをしでかす可能性がありますが、キリストと共なる自己の死を真に理解しているなら、そんなことはしないでしょう。


ですから、使徒は天然の人すなわち肉の人について述べて、「ここからこうしたものがみな湧き出しているのです。あなたたちは依然として天然の立場に基づいて生きており、だからこんな有様なのです。十字架によって自分の肉の命から解放してもらいなさい。そうすれば、こんな振る舞いはしなくなるでしょう」と言います。十字架は常に矯正します。愛する人よ、言わせてください、十字架は聖霊の御手の中で力強く活動する強力なものなのです。それは私たちがつくたんなる地位ではありません。私たちが受け入れるたんなる教えや教理ではありません。もしあなたと私が、十字架の光の中で、キリストと共なる・キリストにおける自己の死の光の中で、自分自身を聖霊に明け渡して、「主よ、あなたが死なれた時、私も死にました。私は自己の死を受け入れます。今、これを有効化してください」と言うなら、聖霊がやって来て、私たちの行動、振る舞い、態度、関係、会話、批判について、私たちを検査してくださいます。そうです、私たちの生活や歩みすべてを検査してくださるのです。聖霊はそれを対処し、その上に十字架の死を適用してくださいます。十字架の死は、その当座は、私たちを大いに恥じ入らせるものです。自分があんなことを言ったこと、口にしたこと、あんなことをしでかしたことで、私たちは恥じ入ります。神の御前でひれ伏さなければならなくなります。だれも私たちをそのことで責めたわけではありません。神の霊が私たちを打たれたのです。十字架が自分の上に置かれて、私たちは自分が打たれたことを自覚します。そして、その問題を神の御前で対処するまで、私たちは死んだも同然です。主イエスの死こそ、私たちの天然の命、肉性に対して聖霊が用いられる手段なのです。それによって私たちは何かを教わります。十字架は訓練・鍛錬のための神の杖です。それは子たる身分を得させるためです。私たちを子とするためではなく、子たる身分へと至らせるためです。神の御思いにしたがって私たちを成長させるためです。さて、これは歩みに関してです。


二コリント――十字架と務め


コリント人への第二の手紙に移ることにします。この第二の手紙で私たちは新しい局面を迎えます。この手紙を読み始めると、私たちはまだ第一の手紙から抜け出したわけではなく、むしろ第一の手紙から生じた苦悩、苦しみ、悲しみ、痛みの中にあることがすぐにわかります。敬虔な慰めを私たちにもたらす敬虔な悲しみのゆえに、神に感謝します。十字架が歩みを対処し、振る舞いを対処し、肉性を対処する時、務めの問題が生じます。


この第二の手紙は、ご存じのように、奉仕者の手紙です！この手紙は、十字架がその働きをなした奉仕者が、神の観点から見てどのような者なのかを告げます。神の奉仕者であるモーセを大いに見せます。モーセは旧契約の中で奉仕し、神の御思いを告げ、神の御心を啓示しました。これが奉仕者というものです。奉仕者（minister）とは――この言葉が告げるところによると――神の御思いを示す者、神の御心を現わす者です。モーセが律法を読んだ時、彼の顔は輝き、神の栄光が神の僕、神の奉仕者である彼を通して表されました。これは旧契約の下でのことだったことに注目してください。しるしの契約、象徴、予型の契約の下でのことだったのです。そうです、しかも死と罪定めの契約だったのです。使徒は言います、私たちは別の務めを持っているのである、と。務めとは、イエス・キリストの御顔に輝く神が私たちの心の中で輝きを放たれることです。これが奉仕者というものです。これを単純に、平易に述べることにしましょう。


新約聖書の中に職業的務めなるものはありません。神は、この経綸において、職員を任命して奉仕者にしたことは一度もありません。務めは、イエス・キリストの御顔にある神の啓示が心の中で輝きを放つ問題です。ある人を他の人よりも奉仕者にふさわしくするものは、生活の中に啓示されるキリストの度量です。私たちはみな、それに場所を譲る覚悟をしていなければなりません。あなたの心の中に、私の心の中に啓示される神の啓示が、私たちを神の奉仕者とするのです。


務めを構成し奉仕者を建て上げるのは十字架である、と使徒は述べていることが、今、わかります。


「キリストの愛がわたしたちを縛っています。なぜなら私たちはこう判断するからです。一人の方がすべての人のために死なれたからには、すべての人が死んだのです。そして、彼がすべてのために死なれたのは、生きている者が、もはや自分自身にではなく、彼らのために死んで復活させられた方に生きるためです。ですから私たちは、今から後、だれをも肉にしたがって知ろうとはしません。たとえキリストを肉にしたがって知っていたとしても、今はもはや彼を、そのように知ろうとはしません。ですから、だれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去りました。見よ、それらは新しくなりました。しかし、すべてのものは神から出ています」（二コリント五・十四～十八）。


どのような文脈で使徒はこう述べているのでしょう？この箇所は通常、福音メッセージのためのテキストとされてきました。それはとても良いことかもしれませんが、使徒はそのような文脈で述べているわけではありません。この手紙の冒頭を見てください。これらの初期の章を貫いている緊張感を見てください。この人々は、彼の使徒職、務め、権利、地位に疑問を投げかけていました。彼らは彼を見下してあらゆることを言い、彼を無価値な者、他の使徒よりも劣る者にしようとしました。彼はそのようなことをいくつか述べています。彼は言います、「私たちによって、すなわち、私とシルワノとテモテとによって、あなたがたの間で宣べ伝えられた福音は、『しかり』であると同時に『否』でもあるようなものではありません」。なぜ彼はこう述べているのでしょう？彼らがこう言っていたからです、「彼は『しかり』でもあり『否』でもある人だから、頼りになりません。彼は言うだけ言って、実行しないのです」。このように、彼らは彼を無価値なものと見なしました。ここには、彼らが彼の務め、使徒職、信頼性に疑問を抱いていたことを示す、多くの小さな証拠があります。そこで彼は言います、「私たちはみな死んだのですから、互いに肉にしたがって知ろうとしてはいけません。あなたたちは全く誤った根拠に基づいて裁いています。務めで重要なのは、あなたたちが私の中に人間的な欠点を見いだすかどうかではありません。務めで重要なのは、神が私の心の中を照らしてくださったのか、私からキリストが供給されているのか、あなたたちの目が欠点だらけの私自身に注がれているのか、それともキリストを求めているのか、ということなのです。あなたたちがそのような低い立場を取るなら、あなたたちは私を肉にしたがって知ることになります」。そのような立場に立つなら、私たちは十字架を否定することになります。私たちはみな、神の僕たちに対して、このような姿勢や立場のいずれかを取ることができます。彼らの人間的・天然的な姿に焦点を当てて、彼らの天然的欠点や過ちを絶えず批判することもできます。もし私たちが――彼らを肉にしたがって知って――そうするなら、神からのものに機会を与えないことになります。あるいは、別の立場を取ることもできます。「確かに、彼がとてもか弱く、間違いやすい、不完全な人であることは事実です。しかし私はむしろ十字架に、彼の天然のすがたと霊のすがたとの間に立ってもらうことを選びます。そして、主からのものが彼にあるのかどうかを見ることにします。もし彼にそれがあるなら、それに私は焦点を当てます」。これが第二コリントでの立場です。十字架が介入して、務めの問題を対処するのです。


第一に、コリント人に関するかぎり、十字架はキリストからのものが啓示されるための道を拓かなければなりませんでした。また、パウロに関するかぎり、十字架はキリストの栄光に満ちた内なる輝きを意味するものでした。


私たちは天的立場に立っており、この天的立場に基づいて開かれた天を持っています。務めのための資格は、イエス・キリストの御顔にある神の栄光が心の中に輝いていることです。これを持っている人はだれでも奉仕者になれます。これを持っていない人に、奉仕者を名乗る権利はありません。たんなる職業的務めや、霊的ではない務めといった、務めに関するいっさいの観念の根元を、十字架は打たなければなりません。霊的賜物、霊的啓示、霊的知識、霊的能力、霊的富、これらだけが私たちを奉仕者とするのです。


ガラテヤ書――十字架と霊的豊かさ


思い出していただきたいのですが、これらの手紙を読み進んで行くと、次にガラテヤ書に、それからエペソ書、ピリピ書、コロサイ書に至りますが、そこであなたは十字架を物事の様々な面に関して取り上げて、物事を正し、あるべき領域の中に入れることになります。あなたは常に前進することになります。第一に立場が対処され、次に歩みが、その後で務めが対処されます。その後、ガラテヤ書に来ると、どうやって霊的豊かさに達するのか？という問題に直面します。ガラテヤ人たちの問題は、彼らが途中で止まってしまったことでした。「あなたたちはよく走っていました。誰があなたたちを妨げたのですか……？」。彼らは途中で止まって、最後まで進み通しませんでした。それは豊かさの問題です。ガラテヤ書における十字架の地位についてはご存じでしょう。ああ、章ごとに十字架が登場するのです。「私はキリストと共に十字架につけられました」。なぜ私は進み続けるのをやめたのでしょう？どういうわけか私が死者の中からよみがえったせいです。「私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私ではなくキリストです」。その大きな目的はキリストです。


「私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に、誇るようなことが断じてあってはなりません。その方を通して、この世は私に対して十字架につけられ、私もこの世に対して十字架につけられてしまったのです」（ガラテヤ六・十四）。なぜ私は進み続けなかったのでしょうか？十字架がこの世の問題で無効化されていたためです。ですから、十字架が常に登場して、豊かさに向かって、最終的なものに向かって進み続けるための道を開くのです。これがガラテヤ書です――神が意図されたことは何であれ、その途中で止まるようなことがあってはならないのです。


エペソ書――十字架と永遠の御旨


エペソ書は、あなたを神の偉大な永遠の御旨に導きますが、今やそれは団体生活の問題です。永遠の過去の神の熟慮から発する、世の基が据えられる前から神が抱いてこられた、この偉大な集合的・団体的御旨を、どうすれば知ることができるのでしょう？どのようにしてでしょう？それは十字架によります。知恵と啓示の御霊を通して私たちの心の目を照らされることによります。


ピリピ書――十字架と聖徒たちの交わり


ピリピ書：――そうです、今や私たちは教会の中にあります。ローマ書やコリント書のようにもはやたんなる個々の個人的問題ではありません。今や集団的問題です。あなたが教会の中に入る時、交わりの問題が生じます。間もなく、クリスチャンたちの間に交わりの問題が生じます。ユウオデヤとスントケの間に目的の不一致が生じます。どうやって交わりを顧みて、同じ会衆のクリスチャンたちの間の不調和を正せばいいのでしょう？


「キリスト・イエスの中にあったこの思いを、あなたたちの内側でも思いとしなさい。この方は、神の形の中に存在されますが、神と等しくあるのを固守すべきこととは見なさず、かえってご自身をむなしくし、奴隷の形を取り、人の姿になられて、人としての有り様で見いだされ、ご自身を低くして、死にまでも、しかも十字架の死に至るまでも従順になられました」（ピリピ二・五～八）。


何らかの形で現れてこの交わりを邪魔して損なうこの思いの問題を、十字架に対処してもらいなさい。あなたの「心構え」が対処されなければなりません。この同じ原則はずっと有効です。ですから、コロサイ書はそれを別の形で取り上げます。


これまで十分に述べて指摘してきましたが、クリスチャン生活、歩み、奉仕・務めで、十字架の常在が必要でない点は一つもありません。一つの局面もありません。クリスチャンの経歴や経験の中に生じて神の御思い・御旨を損ないかねないものを、十字架はすべて対処します。ああ、私たちは「イエスよ、私たちを十字架のそばに保ってください」と言う必要がなんとあることでしょう！こうしたもの、未熟さのあらゆる痕跡が、クリスチャンたちの間に依然として生じていることを、私たちは痛いほど知っています。自分たちや物事の中にこのようなものが見られるとき、この問題をどう対処すればいいのでしょう？一つの手段しかありません。つまり、十字架の主観的働きです。私たちはその客観的面にきっぱりと決着をつけて、聖霊に十字架を道具として日々統治してもらわなければなりません。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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